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急速に少子高齢化が進行するとともに，地域でのつながりが希薄化する中，老々介護や認知症

問題をはじめ，増加する単身高齢者への支援や子どもの貧困問題，子育て支援や障害者支援など，

福祉の課題は広範かつ複雑，深刻になっている。 

国では，このような課題に対応していくため，「他人事」になりがちな地域づくりを，地域住

民が「我が事」として主体的に取り組んでいくための仕組み作りや，地域の課題を「丸ごと」受

け止める体制整備を進めてようとしている。 

このような状況を踏まえ，本会としては，「だれもが その人らしく 安心して暮らせる福祉社

会の実現」のため，引き続き，行政，市町村社会福祉協議会（以下「市町村社協」という。）をは

じめ，社会福祉関係機関・団体等とさらなる連携強化を図りながら各種事業を展開し，社会的使

命を果たしていく所存であり，今年度は次のような各種事業を展開した。 

先ず，人と人との「絆」の構築のための事業として，住民の支え合い活動であるサロン活動等

を推進するはんどちゃんネットワーク運動やボランティア・市民活動への助成等による支援など

に取り組むとともに，新たに「みんなの幸せづくりをすすめる研究会」を立ち上げ，市町村社会

福祉協議会のスキルアップを図った。 

また，ねんりんスポーツ大会や幅広く知識や教養を習得するわくわく元気アップ講座の開催等

による，高齢者の健康・生きがいづくりなどを推進した。 

さらに，福祉施設の適切な運営や福祉サービスの向上を図るため，施設利用者からの苦情への

相談対応を行うとともに，第三者によるサービス評価や施設の苦情解決体制の構築支援を行った。 

生活困窮者等対策としては，生活福祉資金貸付や福祉サービス利用の援助等を行う日常生活自

立支援事業等を実施するとともに，市町村社協や行政等，関係者による連絡会議の開催や「ツナ

ガルねっといばらき」の運営等を通じ，関係機関との連携及び情報共有を図り，生活困窮者自立

支援制度の円滑な実施を推進した。 

人材確保としては，福祉人材センター及び子育て人材支援センターを運営し，福祉・介護・保

育分野の職業紹介や福祉職の魅力についての周知や子育て支援員の養成を図るとともに，介護福

祉士や保育士の資格取得を目指す学生等を対象とした修学資金等貸付事業を実施し，人材確保の

ための経済的支援を行った。 

また，福祉に従事する様々な人材が，その資質を向上させ就労を継続できるよう，多様な階層・

分野に対応する研修を，年間を通じて実施した。 

さらに，平成29年 9月，全国社会福祉協議会との共催によって，2日間に渡り，全国的規模の

「災害ボランティアセンター運営者研修」を開催し，ボランティアセンター運営に係る職員の資

質向上を図った。 

 

 

  



１ 支え合う福祉（住民参加と福祉コミュニティづくりの推進） 

（１）住民参加によるまちづくりの支援 

① 市町村社協への支援 

市町村社協を支援するために，地域福祉推進セミナー，新任・初級研修，人事・労務管

理担当，法人運営・経理担当職員等の研修会を開催し，市町村社協役職員の専門性の向上

に努めた。 

 

② はんどちゃんネットワーク運動の推進 

住民が支え合い，安心して暮らすことができる福祉のまちづくりを進めるために，「福祉

コミュニティづくり推進のつどい」や「ふれあい・いきいきサロンつくり方講座」を開催

した他，広報媒体を活用した運動の広報・啓発を行った。 

 

③ 「絆づくり」チャレンジ応援事業の実施 

県内で先行・先進活動を実施している社協職員の実践報告を基に，課題対応方法の分析と

協議を行う「みんなの幸せづくりを進める研究会（ボヌール会議）」を開催し，地域福祉の

推進手法の取得，研究を行った。 

 

④ 福祉教育・学習の推進 

地域社会，学校及び家庭が連携して子どもたちの福祉への関心を高め，福祉社会の担い

手を育む福祉教育を推進するため，教職員や市町村社協職員，関係団体，教育・行政関係

者等77人の参加により，「福祉教育推進セミナー」を開催し，地域での福祉教育を推進し

た。 

 

（２）ボランティア・市民活動への支援 

① ボランティア・市民活動への参加促進 

住みやすい地域づくりに向けたボランティア・市民活動の振興を図るため，「参加しよ

う！わたしにもできること！」～福祉教育から考える社会活動～をテーマにした「ボラン

ティアフェスティバル」（延べ参加者350人）を開催し，地域福祉活動のさらなる充実に

努めた。 

 

② 災害時の支援体制の整備 

災害発生後の福祉救援・ボランティア活動が迅速かつ円滑に実施できるよう，2市社協と

共催して災害ボランティアセンターの設置・運営訓練を実施するとともに，防災ボランテ

ィアリーダー養成研修会を開催し，災害時の支援体制の整備を推進した。 

また，全国社会福祉協議会との共催により，「災害ボランティアセンター運営者研修」を 

開催（参加者176人）し，災害ボランティアセンター運営に係る職員の資質向上を図った。 

 

③ 福島県からの県内避難者への支援 

原発事故等により福島県から県内に避難している方を支援するため，復興支援員3人が

福島県駐在員と連携して，避難者宅341世帯を訪問し情報提供や相談支援を行った。 



（面談世帯 94世帯，面談者数 114人）  

 

（３）はつらつと社会参加できる環境づくり 

① 全国健康福祉祭選手等派遣事業 

明るく活力ある長寿社会を築くため，高齢者を中心とするスポーツ・文化・芸術の総合  

的な祭典である「第30回全国健康福祉祭あきた大会」へ選手団（監督・選手・役員等152

人）を派遣するとともに，美術展に作品を出展（10点）し，スポーツ・文化・芸術活動を通

じた高齢者の社会参加と健康・生きがいづくりを高揚・増進した。 

 

② 元気シニア地域貢献事業 

高齢者の生きがい・健康づくりの推進と地域の活性化を図るため，様々な特技を持った 

高齢者を茨城シニアマスター（213団体・個人）に登録し，地域活動に活用（303件）する

ことで高齢者のボランティア活動等への参加を支援した。 

 

③ 茨城県健康福祉祭（県版ねんりんピック）開催事業 

「第31回全国健康福祉祭とやま大会（ねんりんピック富山2018）」の予選会を兼ねた「い

ばらきねんりんスポーツ大会」を開催（参加者約1,300人）し，高齢者の生きがいと健康づ

くりを推進した。 

また，高齢者の芸術・創作活動を促進するため，絵画，写真等の入選作品を展示する「わ

くわく美術展」（申込692点，展示702点）と，児童による｢ぼく☆わたしのおじいちゃん☆

おばあちゃんの絵コンクール」(応募3,795点，展示46点)を同時に開催（入場者2,406人）

し，高齢者の生きがいの高揚・増進と世代間の交流を深めた。 

 

④ わくわく元気アップ講座開催事業 

 健康・生きがい・仲間づくりをテーマに，総合講座（9回）と選択講座（絵画・園芸）（各

11回）を組み合わせた「わくわく元気アップ講座」を開催（58人受講）し，シニア世代の

社会参加や仲間づくりを促進した。 

 

２ 安心して利用できる福祉（福祉サービス利用者への支援）  

（１）日常生活自立支援事業の充実   

市町村社協と連携して，認知症高齢者，知的障害者，精神障害者など，判断能力の不十分な

方（利用者936人）に対する福祉サービスの利用援助や日常的金銭管理等の支援を行った。 

 

（２）児童養護施設退所者等自立支援資金貸付事業 

   児童養護施設等を退所した者で，就職や大学等へ進学したものに対し，家賃支援費等の貸付

け（21人）を行い，円滑な自立を支援した。 

 

（３）苦情解決事業の推進 

 福祉サービスに関する利用者等からの苦情を適切に解決し，併せて日常生活自立支援事業の



適正な運営を確保するため，運営適正化委員会において苦情・相談（83 件）に関する助言・

調整と，日常生活自立支援事業の契約内容の審議を行うとともに，事業実施状況調査を行った。 

 また，事業所における苦情解決体制の整備状況に関する実態調査のため，巡回指導（10 事

業所）を実施し体制の整備促進に努めた。 

 

（４）第三者評価事業及び外部評価事業の推進 

 児童養護施設及び保育所に対する福祉サービス第三者評価事業を実施するとともに，指定認

知症対応型共同生活介護事業所（グループホーム）の外部評価を実施した。 

・ 第三者評価事業受審施設数：8施設（児童養護施設5施設，保育所3施設） 

・ 外部評価受審施設数：94事業所（指定認知症対応型共同生活介護事業所） 

 

（５）効果的な情報発信と提供 

広報誌「いばらきの社会福祉」やホームページ，Facebook ページなどを活用し，迅速に福

祉情報を提供することで，県民への福祉の理解と啓発に努めた。 

 

（６）低所得世帯等の自立支援 

   低所得者・障害者・高齢者世帯等に対し，123 件の生活福祉資金の貸付けを行い，経済的

自立と生活意欲の助長を図り，安定した生活を送れるよう支援した。 

 また，生活困窮者自立支援法との連携を図るために，自立相談支援機関担当者と生活福祉資

金貸付事業担当者を集めた連携会議を開催した。 

 なお，貸付金の償還に当たっては，債務者宅への個別訪問（726件）を行い，債務者の生活

状況の把握や個別の実情に応じた対応に努めることで，適切な債権回収と債務者の生活の安定

を図った。 

 

３ 質の高い福祉と協働する福祉（社会福祉事業の充実・活性化への支援） 

（１）福祉人材の確保と就労の促進 

① 福祉人材無料職業紹介事業の実施 

社会福祉事業所への就職希望者に対し，社会福祉法人等からの求人情報を提供するとと

もに，就業の相談や就職支援に努めた（事業所への紹介105件，就職採用52件）。 

また，｢福祉の就職総合フェア 2017～就職ガイダンス～｣を水戸市とつくば市で開催し，

福祉人材の確保と就職活動を支援した（求人事業所ブース52法人，延参加者144人）。 

 

② 子育てサービスへの人材の確保及び育成 

「茨城県子育て人材支援センター」を運営し，多様化する幼児教育・保育ニーズへの対

応や待機児童解消に向け，保育士，幼稚園教諭及び子育て支援員などの必要な人材の確保

を一体的に支援した。 

また，延べ22日間の日程で「子育て支援員研修事業」を実施し，地域における子育て支

援の人材育成に努めた（基本研修209人，専門研修471人が修了）。 

さらに，保育人材のすそ野を広げることを目的に，子育て支援員の資格取得を条件とし

た雇用型訓練（OJT）を実施し，その人件費を助成することで保育業務に従事する子育て支



援員を養成した（15事業所・15人）。 

 

③ 介護支援専門員実務研修受講試験・実務研修の実施 

介護保険制度における介護サービス機能の中核的役割を果たす介護支援専門員の養成・

確保を図るため，介護支援専門員実務研修受講試験（受験者 2,516 人）の合格者等を対象

とした介護支援専門員実務研修を実施した（4コース，延べ47日間。受講修了451人）。 

 

（２）福祉・介護人材確保及び定着のための支援 

福祉・介護人材の確保を図るため，「福祉・介護就職相談会」を6市村社協で延べ60回（相

談件数 27 件），6 か所のハローワークにおいて延べ 144 回（相談件数 133 件）実施し，求職

者・求人事業所の個別の相談支援を行った。 

また，若年層を対象に福祉の仕事の楽しさや魅力を伝えることを目的に，小・中学校，高等

学校へ「福祉キャラバン隊」を派遣（県内49か所）した。 

福祉・介護人材の定着を図るため，職員の資質向上にも取り組んでおり，「介護福祉士受験

対策講座」や「キャリアパス導入促進セミナー」等を実施した。 

 

（３）修学資金等貸付事業 

① 介護福祉士修学資金等貸付事業 

県内の介護福祉士等の確保を図り，福祉の増進に資するため，介護福祉士等の資格取得

を目指す学生を対象とした修学資金（介護福祉士42人，社会福祉士7人）や，介護の実務

経験をもち介護福祉士の資格取得を目指す者を対象とした介護福祉士実務者研修受講資金

（151人）等の貸付を行った。 

 

  ② 保育士修学資金等貸付事業 

  県内の保育士確保を図るため，保育士の資格取得を目指す学生を対象とした修学資金

（259 人），潜在保育士の復職を支援する潜在保育士就職準備金（47 人），未就学児保育料

（159人）の貸付け等を行った。 

 

③ 保育・幼児教育人材復職支援事業（保育士分） 

    潜在保育士の復職を容易にするため，新たに県内の保育所等に就労した未就学児のいる

潜在保育士に保育料等の半額を助成した（61人）。 

 

（４）福祉人材の養成と質の向上 

社会福祉事業従事者の専門性の確保と資質の向上を図るため，社会福祉施設及び市町村社協

の役職員を対象として，社会福祉事業従事者に必要な知識・技術及び倫理の習得等をめざし研

修を実施した（一般研修（階層別研修を含む）7コース，専門研修20コース，特別研修3コー

ス，公開講座1コースの計31コース・47研修を実施。4,067人が受講）。 

 

  



（５）民間社会福祉施設職員等退職手当支給事業の運営 

 民間社会福祉施設職員等に対する福利厚生の一環として，退職手当支給制度を運営し（加

入者845施設：12,560人），平成29年度は，1,236人に対して，退職手当金を支給するとと

もに，安全で適切な資産の運用管理を行った。 

 また，昨年度制度改正を行ったことに伴い，制度改正の説明会を県内5ヶ所で実施した。 

 

（６）地域包括ケアシステムの推進 

介護保険法改正に伴い，市町村が新たに配置する生活支援コーディネーター及び予定者の養

成研修を実施し，133人が受講，122人が2日間の全コースを修了した。  

また，県長寿福祉課，茨城県新地域支援推進協議会メンバーとの協働により生活支援体制整

備事業の円滑な推進のため，県内7か所でブロック会議を開催し，進捗状況の把握と情報の共

有を図った。 

 

４ きり開く福祉（新たな課題への対応） 

（１）生活困窮者自立支援制度への対応 

生活困窮者自立支援制度の推進のため，関係機関・団体が主催する研修会等に参加し情報収

集をするとともに，市町村社協職員や行政職員等を対象とした会議，研修会を開催し各種情報

の提供などを行った。 

また，社協・福祉施設・ＮＰＯ・一般企業等，幅広い連携により地域の課題に取り組むこと

を目的とした「ツナガルねっといばらき」を開催し，課題解決のための情報交換等を行った。 

 

５ 前進する県社協（県社協の組織の充実） 

（１）法人組織の充実と事務局体制の整備 

  「第4次茨城県地域福祉活動推進プラン」を総合的かつ計画的に進行するため，評価推進チ

ームによる本年度分の実施項目の進行管理を行った。 

  また，社会福祉法人制度改革への対応を引き続き進めるとともに，新制度にのっとり法人の

円滑な運営を図った。 

 

  



１ 会務の運営 

（１）理事会及び監査並びに評議員会 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 5.12 監査 ・ 平成28年度事業報告について 

・ 平成 28 年度一般・公益・特別会計収入

支出決算について 

県総合福祉会館 15人 

29. 5.25 第1回理事会 ・ 平成28年度事業報告について 

・ 平成 28 年度一般・公益・その他の特別

会計収入支出決算について 

・ 諸規程の制定及び改正について 

・ 理事候補者及び監事候補者の選定につ

いて 

・ 評議員候補者の選定について 

・ 評議員選任・解任委員会委員の選任につ

いて 

・ 平成 29 年度第 1 回評議員会（定時評議

員会）の開催について 

県総合福祉会館 30人 

29. 6.21 第 1 回評議員会（定

時評議員会） 

・ 平成28年度事業報告について 

・ 平成 28 年度一般・公益・その他の特別

会計収入支出決算について 

・ 役員及び評議員の給与及び費用弁償に

関する規程の制定について 

・ 理事，監事の選任について 

県総合福祉会館 48人 

29. 6.22 第2回理事会 ・ 会長，副会長，常務理事の選任について 

・ 業務執行理事の選任について 

・ 諸規定の制定及び改正について 

県総合福祉会館 35人 

29.12.21 第3回理事会 ・ 平成 29 年度一般会計・生活福祉資金会

計・同和対策福祉資金会計収入支出補正

予算について 

・ 評議員候補者の選定について 

・ 平成 29 年度第 2 回評議員会の開催につ

いて 

県総合福祉会館 35人 

30. 1.17 第2回評議員会 ・ 平成 29 年度一般会計・生活福祉資金会

計・同和対策福祉資金会計収入支出補正

予算について 

水戸プラザホテ

ル 

45人 

30. 3.15 第4回理事会 ・ 平成 29 年度一般会計・生活福祉資金会

計・同和対策福祉資金会計収入支出補正

予算（案）について 

・ 平成30年度事業計画（案）について 

・ 平成 30 年度一般会計・生活福祉資金会

計・同和対策福祉資金会計収入支出予算

（案）について 

・ 定款の変更について 

・ 諸規程の一部改正について 

・ 理事候補者の選定について 

・ 平成 29 年度第 3 回評議員会の開催につ

いて 

県総合福祉会館 33人 

 



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

30. 3.26 第3回評議員会 ・ 平成 29 年度一般会計・生活福祉資金会

計・同和対策福祉資金会計収入支出補

正予算（案）について 

・ 平成30年度事業計画（案）について 

・ 平成 30 年度一般会計・生活福祉資金会

計・同和対策福祉資金会計収入支出予

算（案）について 

・ 定款の変更について 

・ 理事の選任について 

県総合福祉会館 51人 

 

（２）評議員選任・解任委員会の開催 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 6. 1 第 1回評議員選任・

解任委員会 

・ 評議員の選任方法について 

・ 評議員の選任について 

県総合福祉会館 7人 

29.12.21 第 2回評議員選任・

解任委員会 

・ 評議員の選任方法について 

・ 評議員の選任について 

県総合福祉会館 5人 

 

２ 委員会の開催 

 （１）総合企画委員会 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 5.10 総合企画委員会 ・ 「第 4 次茨城県地域福祉活動推進プラ

ン」進行管理について 

県総合福祉会館 24人 

 

 （２）ボランティアセンター運営委員会等 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 6.22 第１回ボランティア

センター運営委員会 

・ 平成 29 年度茨城県ボランティアセンタ

ー事業説明 

・ 茨城県ボランティア基金助成事業の応募

状況，審査方法の確認 

・ 市町村社協ボランティア・市民活動促進

事業費助成の助成決定 

・ ボランティア・市民活動推進事業費助成，

3年助成継続2団体の助成決定 

県総合福祉会館 8人 

29. 7.21 第 2 回ボランティア

センター運営委員会 

・ ボランティア・市民活動推進事業助成の

ヒアリング実施 

ヒアリング対象5団体 

    （内1団体 ヒアリング欠席） 

・ ボランティア・市民活動推進事業費助成

の助成決定 

県総合福祉会館 13人 

30.3. 15 第 3 回ボランティア

センター運営委員会 

・ 平成 29 年度茨城県ボランティアセンタ

ー実施状況について 

・ 平成 30 年度茨城県ボランティアセンタ

ー事業の協議について 

・ 平成 30 年度茨城県ボランティア基金助

成事業の協議 

県総合福祉会館 8人 

 

  



（３）茨城県民間社会福祉施設職員等退職手当支給制度運営委員会 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 5.30 茨城県民間社会福祉

施設職員等退職手当

支給制度第 1 回運営

委員会 

制度説明 

・ 退職手当支給制度及び制度改正に向けた

平成29年度の取り組みについて 

議題 

・ 正副委員長の選出について 

・ 契約解除について 

報告 

・ 平成28年度事業実績及び収支決算につ 

   いて 

県総合福祉会館 10人 

30. 2.27 茨城県民間社会福祉

施設職員等退職手当

支給制度第 2 回運営

委員会 

報告 

・ 平成29年度制度改正状況について 

議題 

・ 平成 30 年度事業計画（案）及び平成 30

年度収入支出予算（案）について 

・ 退職手当支給制度規程（案）の一部改正

について 

・ 退職手当支給制度施行細則（案）の一部

改正について 

・ 退職手当支給制度規程合算申出に対する

取り扱い要領（案）の制定について 

ホテルレイクビ

ュー水戸 

6人 

 

（４）茨城わくわくセンター運営委員会 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 6.15 茨城わくわくセンタ

ー運営委員会 

・ 平成28年度事業報告及び決算について 

・ 平成29年度事業計画及び予算について 

県総合福祉会館 11人 

 

（５）介護福祉士修学資金等貸付制度運営委員会 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 6.30 介護福祉士修学資金

等貸付制度運営委員

会 

・ 平成 28 年度介護福祉士修学資金等貸付

事業実績について 

・ 平成 29 年度介護福祉士修学資金等貸付

事業の実施内容について 

・ 平成 29 年度介護福祉士修学資金等貸付

決定者の選考 

県総合福祉会館 8人 

 

（６）保育士修学資金等貸付制度運営委員会 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29．6.30 保育士修学資金等貸

付制度運営委員会 

・ 平成 29 年度保育士修学資金貸付決定者

の選考について 

県総合福祉会館 12人 

30. 2．9 ・ 平成 29 年度貸付事業の実施状況につい

て 

・ 平成 30 年度貸付事業の実施内容につい

て 

県総合福祉会館 11人 

 

  



（７）児童養護施設退所者等自立支援資金貸付制度運営委員会 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 5.29 児童養護施設退所者

等自立支援資金貸付

制度運営委員会 

・ 平成29年度第1回貸付決定者の選考につ

いて 

・ 貸付者への支援について 

県総合福祉会館 11人 

29.10.25 ・ 平成29年度第2回貸付決定者の選考につ

いて 

・ 資格取得支援について 

県総合福祉会館 11人 

30. 2.22 ・ 平成29年度第3回貸付決定者の選考につ

いて 

・ 平成 30 年度の貸付事業の実施内容につ

いて 

県総合福祉会館 9人 

 

３ 社会福祉大会の開催 

（１）茨城県社会福祉大会 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 5.31 第 1 回主催者事務打

ち合わせ会 

・ 第 66 回社会福祉大会の運営の課題につ

いて 

・ 第67回社会福祉大会役員名簿（案）につ

いて 

・ 第67回社会福祉大会開催日程（案）につ

いて 

・ 第 67 回社会福祉大会開催までのスケジ

ュールについて 

県総合福祉会館 5人 

29. 6. 9 第 2 回主催者事務打

ち合わせ会 

・ 大会開催要綱（案）について 

・ 大会宣言（案）について 

・ 講演リストについて 

・ 運営委員会の開催について 

県総合福祉会館 5人 

29. 6.22 第 1 回大会運営委員

会 

・ 第67回茨城県社会福祉大会について 県総合福祉会館 29人 

29. 8.23 顕彰審査委員会 ・ 第 67 回茨城県社会福祉大会における本

会会長表彰候補者の審査について 

・ 第 67 回茨城県社会福祉大会における本

会会長が感謝の意を表する者の報告につ

いて 

県総合福祉会館 19人 

29. 8.23 第 2 回大会運営委員

会 

・ 第67回茨城県社会福祉大会について 県総合福祉会館 23人 

29.11. 8 第67回茨城県社会福

祉大会 

・ オープニング・アトラクション「とんだ

やばやし」 

・ 記念講演「人を輝かせる，喜ばせるコミ

ュニケーション 

・ 式典 

常総市地域交流

センター「豊田

城」 

909人 

 

  



４ 広報・啓発 

 （１）広報誌「いばらきの社会福祉」発行 

・ 1回あたり9,000部を4回発行（№306～№309）し，会員のほか，広く配付した。 

発行 特集 地域福祉活動レポート 

6月号 

(6/25) 

平成28年度事業報告・決算 

平成29年度事業計画・予算 

ひたちゃかい（日立市） 

【ひきこもりの方を対象とした交流の場】 

9月号 

(9/25) 

福祉未来創造会議について 

～新しい幸せの形作りへのアプローチ～ 

多世代交流サロン「つむぎ」（守谷市） 

【子育て世代による世代間交流】 

1月号 

(1/5) 

広がれ子ども食堂の輪 

～いばらきコープ ほぺたん食堂の取り組み～  

取手市立障害者福祉センター 

「つつじ園」「ふじしろ」「カフェ・ウェルカム」 

【ボランティア活動活性化への取り組み】 

3月号 

(3/25) 

心通う「あったかコミュニティ」を各地に！ 

～はんどちゃんと歩んだ 20 年 そしてこれから～ 

水戸市社会福祉協議会国田支部 

国田地区自治実践会 

【地域・社協・学校による世代間交流】 

 

・ 特別号を612,280部作成し，各市町村社協を通じて各世帯に配付，回覧した。 

発行 掲載内容 

特別号 

(10/1) 

・支え合う福祉社会づくり（ボランティア活動の助成，シニア世代の生きがいづくり 等） 

・安心して利用できる福祉（日常生活自立支援，生活福祉資金，運営適正化委員会 等） 

・福祉の職場を目指す人を応援（福祉人材センター，介護福祉士修学資金等貸付制度 等） 

 

（２）ホームページ及びフェイスブックの運用 

・ ホームページ 

訪問数 閲覧の多かった記事（上位5件） 

141,497回 ・現在募集中のボランティア 

・平成29年度社会福祉従事者研修 

・福祉人材センターのご案内 

・平成29年度介護支援専門員実務研修 

・修学資金等貸付事業 

   

 ・フェイスブック 

ページいいね数 閲覧の多かった記事（上位5件） 

1,244回 ・成年後見相談会のお知らせ 

・ふくし“きらり人。”第1号を任命 

・広報誌9月号を発行 

・「我が事」「丸ごと」の地域づくりに向けて 

・みんなの幸せづくりをすすめる研究会（ボヌール会議） 

 第1回オープンミーティング 

 

 

５ 第4次茨城県地域福祉活動推進プランの進行管理 

（１）評価推進チームの設置及び開催 

   役職員を構成員とする評価推進チームを設置して，「第 4 次茨城県地域福祉活動推進プラン」の平成 29

年度実施事業の評価を行い，実施項目ごとの評価を行い，課題整理，対応策，今後の事業の方向性を示し

た。 

     開催日：3月26日 

 

  



（２）第4次茨城県地域福祉活動推進プラン進行管理等の印刷 

    「第4次茨城県地域福祉活動推進プラン進行管理」（平成28年度），別冊「第4次茨城県地域福祉活動推

進プラン実施計画」（平成29年度）を印刷（各140部）し，関係機関・団体等へ配布した。 

 

６ 総合福祉会館の運営 

（１）総合福祉会館の管理運営に関する業務 

茨城県総合福祉会館の適正かつ効率的な管理運営に努めた。 

① サービスの向上 

  サービス向上を図るため，月3回程度，主催者および利用者に対し，アンケートを実施した。 

また，総合福祉会館ホームページ上での駐車場混雑予測情報の提供，公衆無線ＬＡＮの運用などを実

施し，アンケート結果に基づいて利用者へのサービスの向上に努めた。 

      

② 施設の利用率の向上 

直前のキャンセルを防ぐため，利用予定日の迫った利用予約者への電話連絡等を積極的に実施した。 

   

③ 総合福祉会館入居団体等連絡会の開催 

実施時期 内 容 会 場 参加団体 

29.4.26 ・28年度施設利用状況報告 

・予約方法等  

・意見交換 

総合福祉会館3階 

多目的ホール 

20団体 

 

④ 施設利用状況 

 ア 施設利用状況（年間利用可能日数359日） 

利用状況 

会議室等 

利 用 団 体 数（貸出件数） 
貸出日数 利用人数 使用回数 稼働率（％） 

福  祉 一  般 計(回) 

コミュニティホール 152 125 277 244 39,937 505 46.9 

楽屋 157 160 317 266 3,253 529 49.1 

大研修室 338 37 375 312 27,651 785 72.9 

中研修室 265 181 446 308 17,029 691 64.2 

小研修室Ａ 278 298 576 339 9,968 845 78.5 

小研修室Ｂ 222 285 507 322 3,496 721 66.9 

多目的ホール 240 277 517 317 15,803 705 65.5 

高齢者研修室 125 285 410 290 7,930 540 50.1 

ギャラリー 63 71 134 134 15,287 134 37.3 

その他     7,106   

合  計 1,840 1,719 3,559 2,532 147,460 5,455 60.8 

 

イ 使用料徴収状況                       （単位：円） 

項 目 福 祉 一 般 合計額 

施 設 使 用 料 3,754,540 8,785,600 12,540,140 

設 備 使 用 料 3,142,190 4,290,990 7,433,180 

合  計 6,896,730 13,076,590 19,973,320 

 



⑤ 防災訓練 

茨城県総合福祉会館消防計画に基づいて，防火管理連絡会を設置した。また，自衛消防隊を編成して

消防訓練を行った。 

項 目 期 日 内 容 参加者 

救命措置訓練 29.7.10 
・心肺蘇生 ・ＡＥＤ操作 

・傷病者発見からの手順 など 
15人 

総合消防訓練 29.10.2 
自衛消防隊を組織して，通報連絡，初期

消火及び避難誘導等の訓練を実施 
100人 

 

⑥ 施設および付属施設の維持管理に関する業務 

18業務について委託契約を締結し，施設の維持管理に努めた。 

 

（２）イベントの開催 

① 県民サロンコンサ-トの実施 

期 日 内 容 出演者 観覧者数 

29. 4. 3 ハワイアンダンス ブメナオーフラスタ   60人 

29. 5.24 合唱 茨城町しじみ合唱団   50人 

29. 6. 9 大正琴の演奏 ハーモニーyou友   60人 

29. 7. 3 箏・ピアノの演奏 ルネッサンス雅，真木英樹  120人 

29. 8. 2 ウクレレ・フラダンス メモリーズ＆フラ・マーリエ   60人 

29. 9.21 ウクレレの演奏 イアオラーナ  120人 

29.10. 3 大正琴＆悠弓の演奏 金城流柴田琴水会   65人 

29.11. 1 ピアノ連弾 コンフォート  100人 

29.11.17 ギターの演奏 リピート・マルバギター同好会   78人 

29.12.11 ジャズと歌謡曲 エムズラテンジャズバンド  120人 

29.12.21 女性コーラス 流音  120人 

30．1.26 ケーナ・ピアノの演奏 渡辺大輔・根本マリサ  120人 

30．2.19 オカリナの演奏 野内敏子・オカリナハーモニー結音   80人 

30．3. 6 ピアノの演奏 内田陽子，山崎由美子・奈  々   53人 

 

７ 日常生活自立支援事業の実施 

（１）会議・研修会の開催 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 6. 6 日常生活自立支援

事業新任専門員研

修会 

・ 事業説明 

・ 講義「消費生活センターの役割と 

消費者被害を防ぐためにできるこ

と」 

講師 茨城県消費 

・ 講義「先輩から学ぶ専門員活動」 

県立健康プラザ 21人 

29. 5.25 

他7回 

契約締結審査会 ・ 福祉サービス利用援助契約の締結能

力判定審査，解約審査 

・ 困難対応ケース等の相談 

・ 成年後見制度との併用について 等 

県総合福祉会館 延65人 

 



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 9. 6 

29. 9.21 

日常生活自立支援 

事業専門員会議 

・ H28実績報告  

・ 金融機関訪問結果報告 

・ 日常的金銭管理サービスの実施状況 

について 

・ 協議 

・9.6県総合福祉 

会館 

・9.21県霞ヶ浦環境 

科学センター 

23人 

  

21人 

29.11.14 

 

 

日常生活自立支援事

業現任専門員研修 

（事例検討会） 

・ 講義「日常生活自立支援事業における 

   専門員の役割と求められるもの」 

・ 事例検討会 

講師 国立市社会福祉協議会   

課長 山地 晴義 氏 

県立健康プラザ 26人 

29.12. 6 日常生活自立支援 

事業生活支援員 

研修 

・ 講義「精神障害の理解と対応」 

・ 事例検討「精神障害がある方への支援 

      について」 

  講師 茨城県精神保健福祉センター 

係長 本橋 孝 氏 

県立市町村会館 157人 

 

（２）会議，研修への講師派遣 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 7.10 第 1 回日常生活自立

支援事業担当者連絡

調整会議 

・ 困難ケースに関する事例検討 

・ 質疑応答 

日立市社協 10人 

（本会か

ら1人） 

 

（３）福祉サービス利用援助契約締結利用者数  938人（うち生活保護受給者数 411人） 

認知症高齢者 知的障害者 精神障害者 その他 合計 

469 163 263 41 936 

 

（４）日常生活自立支援事業基幹的社協  全市町村（44）社協実施 

委 託 先 利用者数 委 託 先 利用者数 委 託 先 利用者数 

水 戸 市 社 協 127 つ く ば 市 社 協 26 つくばみらい市社協 19 

日 立 市 社 協 32 ひたちなか市社協 28 小 美 玉 市 社 協 42 

土 浦 市 社 協 26 鹿 嶋 市 社 協 33 茨 城 町 社 協 19 

古 河 市 社 協 34 潮 来 市 社 協 21 大 洗 町 社 協 7 

石 岡 市 社 協 5 守 谷 市 社 協 23 城 里 町 社 協 2 

結 城 市 社 協 5 常 陸 大 宮 市 社 協 1 東 海 村 社 協 26 

龍 ケ 崎 市 社 協 16 那 珂 市 社 協 20 大 子 町 社 協 14 

下 妻 市 社 協 19 筑 西 市 社 協 28 美 浦 村 社 協 10 

常 総 市 社 協 56 坂 東 市 社 協 8 阿 見 町 社 協 17 

常 陸 太 田 市 社 協 19 稲 敷 市 社 協 23 河 内 町 社 協 0 

高 萩 市 社 協 5 かすみがうら市社協 7 八 千 代 町 社 協 3 

北 茨 城 市 社 協 32 桜 川 市 社 協 2 五 霞 町 社 協 1 

笠 間 市 社 協 69 神 栖 市 社 協 20 境 町 社 協 13 

取 手 市 社 協 24 行 方 市 社 協 4 利 根 町 社 協 5 

牛 久 市 社 協 27 鉾 田 市 社 協 19   

 



（５）関係機関との連携 

・ 北関東3県社協合同会議（日常生活自立支援事業情報交換会）への参加（29.7.28） 

・ 金融機関訪問 

茨城県信用組合（29.5.11），常陽銀行（29.5.15），茨城県信連・水戸信用金庫訪問（29.5.16）， 

結城信用金庫（29.5.19），筑波銀行（29.6.1） 

 

８ 成年後見制度の推進 

（１） 会議・研修会の開催 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 7.18 成年後見制度利用促

進基本計画に係る説

明会 

・ 説明「茨城県における成年後見制度 

   の現状と課題について」 

長寿福祉課 地域ケア推進室 

     主事 佐藤 龍之介 氏 

・ 説明「成年後見制度利用促進基本 

   計画について」 

内閣府 成年後見制度利用促進担当室 

      参事官 須田 俊孝 氏 

県立健康プラザ 85人 

29.10.31 関東甲信越静ブロッ

ク都県社協成年後見

担当職員連絡会議 

・ 基調報告「成年後見制度に関する動向 

  と社会福祉協議会」 

 全国社会福祉協議会 地域福祉部  

部長 高橋 良太 氏 

・ 事前提出課題に基づく協議 

全社協 22人 

29.12. 5 成年後見制度利用促

進セミナー 

・ 講義「品川区における成年後見制度の 

    取り組みについて」 

 講師 品川区社会福祉協議会    

係長 小佐波 幹雄 氏 

薬剤師会館 86人 

30. 1.16 成年後見センター 

連絡会議 

・ 講義「上伊那成年後見センターの取組 

    みと社協の役割について」 

 講師 上伊那成年後見センター   

      所長 矢澤 秀樹 氏 

・ 事前提出課題に基づく協議 

日赤茨城県支部 22人 

 

（２）関係機関との連携 

・ 法テラス主催県央地域における関係機関との連絡協議会への参加（29.6.28） 

・ リーガルサポート茨城支部，ぱあとなあいばらきとの共催での「高齢者・障害者のための相談会」の実

施（29.10.28 県内6会場で実施） 

・法テラス茨城地方協議会への参加（29.11.29） 

・水戸家庭裁判所主催家事関係機関連絡協議会への参加（29.12.13） 

 

（３）市町村社協支援 

・ ひたちなか市社協法人後見業務運営委員会への参加（29.10.18，30.3.26） 

 

  



９ 生活福祉資金等貸付事業 

（１）生活福祉資金運営委員会の開催 

① 開催回数 12回（4・5・6・7・8・9・10・11・12・1・2・3月開催） 

 

② 審査等状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

貸付審査 0件 1件 1件 1件 1件 1件 3件 2件 3件 2件 1件 2件 

貸付金償還免除審査 0件 0件 1件 1件 6件 0件 1件 0件 0件 0件 0件 0件 

延滞利子償還免除審査 0件 0件 4件 0件 2件 0件 1件 0件 1件 0件 1件 0件 

償還猶予審査 1件 1件 0件 0件 0件 0件 1件 0件 0件 0件 0件 0件 

 

（２）生活福祉資金申込・貸付決定状況 

資 金 種 類 
申      込 決      定 

件数 金  額 件数 金  額 

総合支援資金 

生活支援費 7件 2,611,000円 5件 1,863,000円 

住宅入居費 0件 0円 0件 0円 

一時生活再建費 0件 0円 0件 0円 

福祉資金 
福祉費 16件 10,339,000円 14件 8,019,000円 

緊急小口資金 64件 5,455,000円 59件 5,018,000円 

教育支援資金 
教育支援費 18件 25,095,340円 18件 25,082,000円 

就学支度費 19件 5,472,770円 18件 5,187,000円 

不動産担保型生活資金 1件 11,748,800円 1件 11,748,800円 

要保護世帯向け不動産担保型生活資金 8件 47,838,000円 8件 47,838,000円 

合  計 133件 108,559,910円 123件 104,755,800円 

 

（３）生活福祉資金貸付金償還免除状況 

件 数 
金 額 

合 計 
元金 利子 延滞利子 

9件 2,768,170円 225,537円 4,115,926円 7,109,633円 

 

（４）生活福祉資金貸付金延滞利子償還免除状況 

件 数 
金 額 

合 計 
延滞利子 

9件 6,426,608円 6,426,608円 

 

（５）債務者への個別訪問状況 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

92件 80件 64件 21件 64件 55件 73件 42件 86件 36件 54件 59件 726件 

 

  



（６）生活福祉資金等貸付事業関係会議等 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加対象者 参加者 

29. 6.28 生活福祉資金貸付事

業担当者会議 

説明 

・ 生活福祉資金貸付制度を取り巻く

情勢について 

・ 日本学生支援機構第一種奨学金（無

利子奨学金）の制度拡充に伴う生

活福祉資金（教育支援資金）の他

制度利用優先の取り扱いについて 

・ 生活福祉資金の償還業務について 

グループワーク 

・ 生活福祉資金相談時の留意点 

県霞ケ浦環

境科学セン

ター 

市町村社協

職員 

44人 

30. 3.20 生活福祉資金貸付

事業及び自立支援

事業担当職員連携

会議 

基調講演 

・ 生活困窮者自立支援制度と生活福

祉資金貸付制度の連携について 

行政説明 

・ 県内の生活困窮者自立支援事業の

実施状況について 

説明 

・ 県内の生活福祉資金貸付事業の実

施状況について 

・ 事例報告 

県市町村会

館 

市町村自立

相談支援機

関職員，市

町村社協職

員 

67人 

 

１０ 生活困窮者自立支援法への対応 

① 会議の開催 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 7.21 ツナガルねっといば

らき 

・ 自己紹介 

・ 近況報告，情報交換 

・ 協議「アウトリーチ型支援について」 

・ 今後の運営について 

県総合福祉会館 15人 

30. 1.19 ツナガルねっといば

らき 

・ 自己紹介 

・ 協議「事例検討」 

・ 質疑応答 

・ 近況報告 

県総合福祉会館 12人 

30. 3.13 生活困窮者自立支援

事業連絡会議 

・ 自己紹介 

・ 協議「本会実施アンケート調査の結果

について」 

・ 各市町村社協からの事業実施状況報

告」 

・ 情報提供・情報交換「㈱カスミ 環境社

会貢献部 地域貢献の取り組みについ

て」 

県総合福祉会館 21人 

 

② 会議の参加 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 9. 9 生活困窮者自立支

援制度に係る連絡

会議 

・ 生活困窮者自立支援制度の実施状況につ

いて 

・ 就労準備事業の実施状況について 

・ 学習支援事業の事例発表 

・ いばらき生活支援事業について 

県総合福祉会館 本会から

2人 



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

30. 2. 7 生活困窮者自立支援

制度県北地域連絡会 

・ 生活困窮者自立支援制度の現状と平成30

年度予算案について 

・ 厚生労働省と県内自治体との意見交換会

について 

・ 自立相談支援事業従事者養成研修につい

て 

・ 事例発表，意見交換（グループワーク） 

県常陸太田合同

庁舎 

本会から 

1人 

30. 2.15 生活困窮者自立支援

制度県央・鹿行地域

連絡会 

・ 生活困窮者自立支援制度の現状と平成30

年度予算案について 

・ 厚生労働省と県内自治体との意見交換会

について 

・ 自立相談支援事業従事者養成研修につい

て 

・ 事例発表，意見交換（グループワーク） 

県福祉相談セン

ター 

本会から 

1人 

30. 2.15 茨城に中間的就労を

根付かせるためその

可能性を考えるフォ

ーラム 

・ 基調講演「生活困窮者自立支援事業にお

ける就労支援の推進について」 

・ 事業報告「働きたいを応援します」他 

トモスみとビル 本会から

2人 

30. 2.20 生活困窮者自立支援

制度県西地区連絡会 

・ 生活困窮者自立支援制度の現状と平成30

年度予算案について 

・ 厚生労働省と県内自治体との意見交換会

について 

・ 自立相談支援事業従事者養成研修につい

て 

・ 事例発表，意見交換（グループワーク） 

県筑西合同庁舎 本会から 

1人 

30. 2.26 生活困窮者自立支援

制度県南地区連絡会 

・ 生活困窮者自立支援制度の現状と平成30

年度予算案について 

・ 厚生労働省と県内自治体との意見交換会

について 

・ 自立相談支援事業従事者養成研修につい

て 

・ 事例発表，意見交換（グループワーク） 

県土浦合同庁舎 本会から 

1人 

30. 3.18 「子どもの居場所・

学習支援・子ども食

堂」いばらきネット

ワーク会議 

・ NGO 未来の子どもネットワークの活動報

告 

・ 子どもの貧困率等について 

・ 子どもが安心して学べるための支援と大

学生の学習支援活動 

・ 地域連携の取組み「ほぺたん食堂」 

・ フードバンクとは 

・ グループ討議 

水戸生涯学習セ

ンター 

本会から 

3人 

30. 3.24 フードバンクセミ

ナー 

・ 活動内容について説明 

・ ボランティアから実践内容報告 

県立健康プラザ 本会から 

1人 

 

③ 市町村社協への実施状況調査 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 

30. 3 平成 30 年度にむけ

た生活困窮者自立支

援事業の実施状況調

査 

・ 平成 30 年度に向けた生活困窮者自立支

援事業の実施状況についてのアンケート

調査 

県内福祉事務所 

市町村社協 

 



１１ 県内避難者への支援 

① 戸別訪問  

訪問世帯件数 341件 / 面談世帯件数 94件 / 面談人数 114人  

 

② 避難者交流会等への参加 

・浪江町避難者交流会（5/25 本会から3人参加） 

・ルピナスの会（7/13 本会から3人参加） 

・ふうあいカフェ（8/10 本会から3人参加） 

・復興支援員交流会（12/6 本会から2人参加） 

・福島避難者交流会（12/23 本会から3人参加） 

 

③ 避難者支援に関わる団体等との会議・情報交換 

・ふうあいねっと総会（7/6 本会から2人参加） 

・土浦市情報交換会（9/21 本会から3人参加） 

・市町村連絡会議（9/26 本会から3人参加） 

・ふうあいねっと会議（12/12 本会から2人参加） 

・つくば市情報交換会（1/30 本会から3人参加） 

・生活支援担当者連絡会（2/15 本会から2人参加） 

 

④ 参加した研修・情報交換他 

・復興支援員基礎研修・東京（6/21 本会から3人参加） 

・復興支援員研修・水戸（6/27 本会から3人参加） 

・復興支援員合同勉強会・東京（9/2 本会から2人参加） 

・避難者支援研修会・水戸（9/15 本会から2人参加） 

・福島バスツアー・福島（10/22 本会から3人参加） 

・復興支援員バスツアー・福島（12/6～7 本会から2人参加） 

・復興支援員研修会・東京（1/16 本会から3人参加） 

・メンタルヘルスケア・つくば市（2/6 本会から2人参加） 

・福島県復興支援員勉強会・東京（2/19 本会から2人参加） 

・サロンの集い・水戸（3/2 本会から3人参加） 

・東日本大震災７年特別企画（3/17 本会から3人参加） 

 

⑤ 福島県復興支援員運営協議会の開催 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29.10.17 

 

第 1 回福島県復興支

援員運営協議会 

報告事項    

（1）福島県の避難者支援施策等の説明 

（2）4月からの活動状況報告 

協議事項    

（1）戸別訪問の課題等への対応方法 

（2）その他 

県総合福祉会館 

 

14人 

 

  



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

30. 2.27 第 2 回福島県復興支

援員運営協議会 

（1）平成30年度福島県復興支援員事業につ

いて 

（2）福島県の避難者支援施策等の説明 

（3）11月からの活動状況報告 

（4）戸別訪問の課題等への対応方法   

県総合福祉会館 

 

17人 

    

１２ 福祉人材センターの運営 

 （１）福祉人材センター運営事業 

① 社会福祉事業従事者の確保に資する事業 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 8. 4 

 

 

 

29. 8.18 

福祉の就職総合フェ

ア 2017～就職ガイダ

ンス～（県央会場） 

 

（県南会場） 

 福祉職場への就職希望者を対象に，求人事

業所との就職相談や求職登録・情報提供等を

行った。 

水戸駅ビル本館

エクセル 

 

 

イーアスつくば 

相談会

30人 

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

46人 

相談会 

28人 

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

40人 

30. 1.25 

2. 5 

いいよね保育士！就

職準備セミナー 

保育に興味がある方，資格取得を目指す

方，ブランクがある方，最近の保育事情を

知りたい方などを対象としたセミナーを開

催した。 

ハローワーク水

戸 

7人 

6人 

30. 2. 7 

2. 8 

2. 9 

福祉人材センターサ

テライト 

 大学等へ出向き，福祉施設に就労を希望す

る学生の資格相談，求職登録等を行った。 

茨城キリスト教

大学 

8人 

12人 

2人 

通年 福祉人材無料職業紹

介事業 

インターネットによる福祉の職場への就労

斡旋と求人事業所への人材確保を推進した。 

県総合福祉会館 別表参照 

年12回 福祉人材情報誌『う

ぇるわーく』の作

成・発行 

求人情報の提供を図るため「うぇるわーく」

を作成し配布した。 

 1回400部発行（希望求職者等） 

  

年9回 求職登録者一覧の作

成・発行 

求職者情報の提供を図るため「求職登録者

一覧」を作成し配布・配信した。 

 1回当たりの配信数400部（郵送を含む） 

（県内福祉施設，求人事業所等） 

  

 

  



② 福祉人材センター利用状況集計表（求職状況実績） 

項目 内  容 
求職登

録者数 
項目 内  容 

求職登

録者数 

性 別 

男 252 

分野別 

（複数 

回答） 

高齢者 477 

女 486 障害者 198 

合計 738 障害者（身体） 14 

年齢別 

10歳代 2 障害者（知的） 38 

20歳代 134 障害者（精神） 33 

30歳代 170 児童 251 

40歳代 188 社会福祉協議会（現業員含む） 179 

50歳代 157 その他福祉 158 

60歳～64歳 40 福祉・介護以外 0 

65歳代以上 47 合計 1,348 

合計 738 

資格別 

（複数 

回答） 

介護福祉士 199 

勤 務 

形態別 

正職員 437 社会福祉士 89 

非正規職員 214 精神保健福祉士 31 

不問 87 保育士 104 

合計 738 社会福祉主事 139 

地域別 

（複数 

回答） 

県北地区 256 児童指導員 47 

県央地区 455 介護支援専門員 82 

県南地区 84 ヘルパー（1・2・3級） 300 

県西地区 180 セラピスト（OT・PT） 6 

鹿行地区 36 看護師・准看護師・保健師 20 

合計 1,011 管理栄養士・栄養士 14 

  
調理師 16 

教員（幼稚園・小・中学校・高校・養護教諭）  96 

  その他 92 

   合計 1,235 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 内  容 
求職登

録者数 

職種別 

（複数 

回答） 

介護職 321 

相談・支援・指導員 270 

介護支援専門員 61 

ホームヘルパー 51 

保育士 83 

社会福祉協議会専門員 113 

セラピスト（OT・PT） 14 

看護職 16 

事務職 103 

栄養士 11 

調理員 9 

その他 216 

合計 1,268 



③ 福祉人材センター利用状況集計表（求人数実績） 

項目 内  容 件数 人数 項目 内  容 件数 人数 

分野別 

高齢者 1,836 4,385 

学歴別 

（最終 

学歴） 

大学卒 31 79 

障害者 150 355 短大卒 51 129 

障害者（身体） 21 60 専門学校卒 216 500 

障害者（知的） 95 240 高校卒 545 1,293 

障害者（精神） 36 60 不問 1,745 4,095 

児童（保育所・児童養護・障害児施設等） 365 872 合計 2,588 6,096 

社会福祉協議会（現業員含む） 25 43 

資格別 

(複数 

回答） 

介護福祉士 782 1,925 

その他 60 81 社会福祉士 295 510 

合計 2,588 6,096 精神保健福祉士 75 115 

職種別 

介護職 1,124 3,250 保育士 347 849 

相談・支援・指導員 372 833 社会福祉主事 180 326 

介護支援専門員 159 232 児童指導員 62 144 

ホームヘルパー 69 134 介護支援専門員 224 401 

保育士 229 556 ヘルパー（1・2・3級） 1,036 2,708 

社会福祉協議会専門員 7 13 セラピスト（OT.PT） 88 150 

セラピスト（OT.PT） 35 55 看護師・准看護師・保健師 618 1,142 

看護職 319 599 管理栄養士・栄養士 45 85 

事務職 37 41 調理師 27 64 

栄養士・調理員 82 116 教員（幼稚園・小・中・高校・養護教諭） 127 367 

その他 155 267 不問 583 1,736 

合計 2,588 6,096 その他 47 60 

勤 務 

形態別 

正職員 1,488 3,512 合計 4,545 10,598 

非正職員 1,140 2,584 

所在地

別 

県北 526 1,236 

合計 2,588 6,096 県央 903 2,148 

    県南 680 1,542 

    県西 311 800 

    鹿行 134 321 

    不問 34 49 

    合計 2,588 6,096 

 

④ 福祉人材センター利用状況集計表（紹介・採用数実績） 

項目 内  容 紹介数 採用数 項目 内  容 紹介数 採用数 

分野別 

高齢者 81 42 

職種別 

介護職 44 18 

障害者 14 6 相談・支援・指導員 23 10 

障害者（身体） 0 0 介護支援専門員 14 9 

障害者（知的） 7 2 ホームヘルパー 1 0 

障害者（精神） 2 2 保育士 7 7 

児童 12 10 社会福祉協議会専門員 0 0 

社会福祉協議会（現業員含む） 1 0 セラピスト（OT・PT） 0 0 

その他 3 1 看護職 3 0 

合計 120 63 事務職 3 1 

勤 務 

形態別 

正職員 57 32 栄養士・調理員 2 1 

非正職員 48 20 その他 8 6 

合計 105 52 合計 105 52 

※ 1 事業所で複数の分野を運営していることがあるため，分野別合計は，勤務形態別合計及び職種別合計

と一致しない。 

 

⑤ 福祉人材センター利用状況（来所した方で，求職相談者を除く） 

     求人票の閲覧者数259人（H29.4～H30.3） 

 



   ⑥ 委員会等 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

30. 3.23 福祉人材センター運

営委員会 

・ 平成29年度事業の執行状況について 

・ 平成30年度の事業計画について 

・ 茨城県における福祉人材確保に関する状

況について 

県総合福祉会館 11人 

30. 3.23 福祉人材センター運

営委員会作業部会

「ふわく（不惑）会」 

・ 平成29年度事業の執行状況について 

・ 福祉人材センター事業を通じての福祉人

材確保の具体策について 

県総合福祉会館 7人 

 

（２）子育て人材支援センター事業 

① 保育士等の確保に資する事業 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

30. 1.25 いいよね保育士！就

職準備セミナー 

・保育所の現状と対応について 

 

ハローワーク水戸 7人 

30. 2. 5 6人 

 

② 「子育て支援員」養成研修の実施 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 9.15 

9.29 

10.27 

10.30 

12. 4 

12. 8 

基本研修 ・ 子ども・子育て家庭の現状 

・ 子ども家庭福祉 

・ 子どもの発達 

・ 保育の原理 

・ 対人援助の価値と倫理 

・ 児童虐待と社会的養護 

・ 子どもの障害 

・ 総合演習 

みと文化交流プ

ラザ 

茨城県立県民文

化センター分館 

石岡市商工会議

所コミュニティ

センターサポー

ト・ワン 

212人 

(修了者

209人／

一部修了

者3人) 

29.10. 5 

10. 9 

10.11 

11. 6 

11.16 

11.30 

12.14 

12.15 

12.18 

専門研修 

地域保育コース 

共通科目 

・ 乳幼児の生活と遊び 

・ 乳幼児の発達と心理 

・ 乳幼児の食事と栄養 

・ 小児保健Ⅰ 

・ 小児保健Ⅱ 

・ 心肺蘇生法 

・ 地域保育の環境整備 

・ 安全の確保とリスクマネジメント 

・ 保育者の職業倫理と配慮事項 

・ 特別に配慮を要する子どもへの対応（0～

2歳児） 

・ グループ討議 

茨城県薬剤師会

館 

茨城県開発公社

ビル 

日本赤十字社茨

城県支部 

石岡市商工会議

所コミュニティ

センターサポー

ト・ワン 

茨城県立県民文

化センター分館 

231人 

(修了者

225人／

一部修了

者6人) 

29.10.17 

12. 5 

12.22 

専門研修 

地域保育コース 

地域型保育 

・ 地域型保育の概要 

・ 地域型保育の保育内容 

・ 地域型保育の運営 

・ 地域型保育における保護者への対応 

・ 見学オリエンテーション 

・ 見学実習 

県総合福祉会館 

石岡市商工会議

所コミュニティ

センターサポー

ト・ワン 

191人 

(修了者

189人／

一部修了

者2人) 

 

  



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29.10.24 

12. 6 

専門研修 

地域保育コース 

一時預かり事業 

・ 一時預かり事業の概要 

・ 一時預かり事業の保育内容 

・ 一時預かり事業の運営 

・ 一時預かり事業における保護者への対応 

・ 見学実習オリエンテーション 

・ 見学実習 

県総合福祉会館 

県南生涯学習セ

ンター 

27人 

(修了者

27人) 

29.11.17 

11.26 

専門研修 

地域子育て支援コー

ス 

利用者支援事業・基

本型 

・ 地域資源の把握 

・ 利用者支援事業の概要 

・ 地域資源の概要 

・ 利用者支援専門員に求められる基本姿勢

と倫理 

・ 記録の取扱い 

・ 事例分析Ⅰジェノグラムとエコマップを

活用したアセスメント 

・ 事例分析Ⅱ社会資源の活用とコーディネ

ーション 

・ まとめ 

・ 地域資源の見学 

県総合福祉会館 20人 

(修了者

20人) 

 

③ 地区別就職面接会の開催 

実施時期 事業・開催地区 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 7.21 就職相談会（県西地区） 福祉職場への就職希望者

を対象に，求人事業所との就

職面談や相談等を行った。 

しもだて地域交流センターア

ルテリオ 

8人 

29. 9.23 就職相談会（鹿行地区） 鹿島セントラルホテル 13人 

 29. 9.30 就職相談会（県央地区） フェリヴェールサンシャイン 8人 

29.11. 4 就職相談会（県北地区） ホテル天地閣 10人 

29.11.19 就職相談会（県南地区） ホテルマロウド筑波 6人 

30. 2.12 就職相談会（全県域） フェリヴェールサンシャイン 24人 

 

④ 若年者層への仕事の魅力発信 

小学校数 中学校数 高等学校数 実施コマ数 参加者 

40校 6校 3校 75コマ 2,930人 

 

   ⑤ 関係機関・団体との連携 

実施時期 事 業 名 主催 実施場所 相談者 本会参加 

29. 5.15 県立高等学校・県立中等教育学校進

路指導主事会議 

茨城県 県教育研修センタ

ー 
－ 1人 

29. 5.17 茨城県社会福祉施設経営者協議会人

材確保対策委員会 

茨城県社会福

祉施設経営者

協議会 

水戸京成ホテル 

－ 1人 

29. 6. 1 

7. 4 

福祉人材確保対策幹事会 茨城県 県庁 
－ 

1人 

1人 

29. 7.19 

30. 3.28 

福祉人材確保対策検討会 茨城県 県庁 
－ 

1人 

1人 

 

  



実施時期 事 業 名 主催 実施場所 相談者 本会参加 

29. 6.13 

7.12 

10.26 

10.31 

11.22 

12. 7 

30. 1.25 

2.15 

元気いばらき就職面接会 茨城県 日立ｼﾋﾞｯｸセンター 

水戸合同庁舎 

つくば市役所 

鹿嶋勤労文化会館 

常陸大宮市文化ｾﾝﾀｰ 

筑西合同庁舎 

土浦合同庁舎 

水戸合同庁舎 

0人 

1人 

2人 

0人 

5人 

0人 

1人 

6人 

1人 

2人 

1人 

2人 

2人 

1人 

1人 

2人 

29. 6.26 

7. 3 

大好きいばらき就職面接会 茨城県 ホテルマロウド筑波 

ホテルﾚｲｸﾋﾞｭｰ水戸 

3人 

4人 

2人 

2人 

29. 6.26 茨城県地域ジョブ・カード運営本部

会議 

茨城労働局 茨城労働局 
－ 1人 

29.10.18 ハートフル福祉フェア 茨城労働局 ホテルﾚｲｸﾋﾞｭｰ水戸 7人 2人 

29.11. 2 

30. 2.23 

茨城県地域訓練協議会 茨城労働局 県産業会館 

茨城労働総合庁舎 
－ 

1人 

1人 

29.11. 7 「介護就職デイ」セミナー 茨城労働局 ハローワーク常陸

鹿嶋 
－ 1人 

29.11.10 水戸市地域密着型サービス事業所管

理者等研修会 

水戸市 茨城県市町村会館 
－ 1人 

29.11.10 

11.28 

介護就職デイ 茨城労働局 ハローワーク水戸 
－ 

1人 

1人 

30. 3.22 福祉人材確保推進協議会並びに福祉

人材センター・ハローワーク連携モ

デル事業連絡調整会議 

茨城労働局 県総合福祉会館 

－ 3人 

 

⑥ 子育て支援員養成事業の実施 

事業概要 対象 

 保育関係の資格を有しない方を新たに保育所等において保育補助者として雇用し，保育補助者

として必要な訓練を事業所に委託し，訓練を受託した事業所に対して給与等の補助を行う。 

15事業所・

15人 

 

１３ 福祉・介護人材確保及び定着のための支援 

（１）福祉人材確保・定着支援事業 

① 「小・中・高等学校福祉キャラバン隊」の実施 

小学校数 中学校数 高等学校数 実施コマ数 参加者 

40校 6校 3校 75コマ 2,930人 

 

   ②「福祉の魅力発見ツアー」 

実施時期 実施場所 実施内容 参加者 

29. 8. 7  

  8. 8 

・ 日立キャピタルオートリー

ス車両センター 

・ 特別養護老人ホーム成華園 

・ 福祉車両工場見学，体験 

・ 高齢者施設見学，利用者との交流 

39人 

29. 8.17 

 8.22 

・ サイバーダインスタジオ 

・ 特別養護老人ホーム滝の園 

・ ロボットスーツHAL動作原理体験 

・ 高齢者施設見学，利用者との交流  

61人 

   

   

  



   ③ 職場体験事業の実施 

事業概要 参加者 

 福祉・介護分野への就労に関心のある方を対象に，事前に福祉職場への雰囲気や介護内容等を体

験する機会を提供する。 

延75人 

延175日 

 

④ 介護職員初任者研修支援事業の実施 

事業概要 対象者 

 介護関係の資格を有しない方で，介護施設・事業所に従事する者又は従事予定者が，介護職員初

任者研修を受講する際に，費用の一部を助成。 

23人 

 

⑤ 地区別就職面接会の開催 

実施時期 事業・開催地区 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 7.21 就職相談会（県西地区） 福祉職場への就職希望者

を対象に，求人事業所との就

職面談や相談等を行った。 

しもだて地域交流センターア

ルテリオ 

8人 

29. 9.23 就職相談会（鹿行地区） 鹿島セントラルホテル 13人 

 29. 9.30 就職相談会（県央地区） フェリヴェールサンシャイン 8人 

29.11. 4 就職相談会（県北地区） ホテル天地閣 10人 

29.11.19 就職相談会（県南地区） ホテルマロウド筑波 6人 

30. 2.12 就職相談会（全県域） フェリヴェールサンシャイン 24人 

 

⑥ ハローワークにおける福祉の仕事就職相談会の実施 

事業概要（会議事項） ハローワーク 実施回数 参加者 

福祉人材センターのキャリア支援専門員が出張相談を行った。 水 戸 24回 33人 

日 立 24回 10人 

土 浦 24回 20人 

筑 西 24回 13人 

常陸鹿嶋 24回 28人 

龍ケ崎 24回 29人 

 

⑦ 市町村社会福祉協議会における福祉の仕事就職相談会 

事業概要（会議事項） 会 場 実施回数 参加者 

求職者の開拓として，出張の福祉・介護就職相談会

を開催した。 

結城市社会福祉協議会 10回 1人 

北茨城市社会福祉協議会 10回 3人 

笠間市社会福祉協議会 10回 7人 

牛久市社会福祉協議会 10回 9人 

潮来市社会福祉協議会 10回 1人 

常陸大宮市社会福祉協議会 10回 6人 

 

⑧ 「ふくし職働」の開催 

事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

・暮れ六つ講座 

・木になる講座 

・おひさま講座 

・夕暮れしゃべり場 

・出張ふくし職働 

・仕事とこころの相談 

県総合福祉会館2階 

ふくし職働ルーム 

11コース 11回 延57人参加 

5コース  10回 延156人参加 

9コース 10回 延 59人参加 

     27回 延81人参加 

      2回 延14人参加 

27回実施 相談件数 14件 

 



⑨ フォローアップ強化事業の実施 

事業概要（会議事項） 訪問箇所数等 

 定着支援アドバイザーが福祉事業所を訪問。福祉人材センターを通じて

就職した方へ面談を行うなどし，離職防止に努めた。 

また，福祉人材センターを通じて就職した方を対象に同期会を開催した。 

特別養護老人ホーム等 48箇所 

同期会開催 4回 11人参加者 

 

⑩ キャリアパス導入促進セミナーの開催 

実施時期 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 9.26 

29.10. 5 

29.10.12 

高齢者福祉施設・事業所の代表者を対象に，基準が明確で職員が 

納得できる制度の整備を促すため，キャリアパスの構築・活用事例 

についてのセミナーを実施した。 

県立健康プラザ 

県総合福祉会館 

49人 

43人 

34人 

 

⑪ 介護福祉士受験対策講座の開催 

実施時期 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 9.12 

29. 9.29 

29.10.19 

29.11. 2 

29.11.25 

29.12. 9 

30. 1.14 

高齢者福祉施設・事業所の現役介護職員のキャリアアップを目的

とし，介護福祉士国家試験に向けた受験対策講座を実施。筆記対策 

を行った。 

県総合福祉会館 62人 

55人 

59人 

57人 

57人 

58人 

53人 

 

   ⑫ 潜在的有資格者等再就職支援事業の実施 

事業概要（会議事項） 訪問箇所数等 

 離職した有資格の介護職を対象に，福祉人材センターへの登録を促し，福祉人

材センターから就職活動に有益な情報提供を行っていくことで再就職を円滑に進

める。 

登録希望者数 18人 

 

⑬ 優良事例の発表 

実施時期 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

30. 3. 7 職員が長く働き続けることができるよう，人材確保や勤務環境改

善に積極的に取り組んでいる施設・事業所の事例発表を行い，職場

環境改善への意識改革を行うきっかけ作りをした。 

県立健康プラザ 108人 

 

 

１４ 福祉人材の養成 

① 介護支援専門員実務研修受講試験の実施 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 受験者 合格者 

29.10. 8 介護支援専門

員実務研修受

講試験 

介護支援専門員実務研修を

受講する前提として，事前に

必要な，保健・医療・福祉に

関する専門的知識等を有して

いることを確認する。 

茨城大学（水戸ｷｬﾝﾊﾟｽ） 

茨城キリスト教大学 

流通経済大学 

県立医療大学 

 

2,516人 455人 

 

  



② 介護支援専門員実務研修の開催 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 修了者 

29.12.21 介護支援専門

員実務研修 

 

前期1日目（集合研修） 

・ 介護保険制度の理念・現状及びケアマネジメ

ント 

・ 人格の尊重および権利擁護並びに介護支援

専門員の倫理 

・ ケアマネジメントのプロセス 

つくば国際会議場 451人 

 

H29修了者 

111人 

H30修了予

定者 

340人 29.12.27 

～ 

30. 6.18 

前期2日目～7日目（班別研修4班×6日間） 

・ 自立支援のためのケアマネジメントの基本 

・ 相談援助の専門職としての基本姿勢及び相

談援助技術の基礎 

・ 利用者，多くの職種の専門職等への説明及び

合意 

・ ケアマネジメントに必要な基礎知識及び技

術 

・ 介護支援専門員に求められているマネジメ

ント（チームマネジメント） 

・ 地域包括ケアシステム及び社会資源 

・ ケアマネジメントに必要な医療との連携及

び多職種協働の意義 

・ 実習オリエンテーション 

県総合福祉会館 

みと文化交流プラ

ザ 

・ ケアマネジメントの基礎技術に関する実習 

（見学実習，模擬ケアプラン作成等） 

後期1日目～6日目（班別研修4班×6日間） 

・ 実習振り返り 

・ ケアマネジメントの展開 

・ アセスメント及び居宅サービス計画等作成

の総合演習 

・ 研修全体を振り返っての意見交換，講師及び

ネットワーク作り 

 

③ 介護支援専門員運営会議及びワーキング指導者会議の開催 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29.11.15 介護支援専門員実務

研修運営会議 

・ 実務研修指導日程について 

・ 実務研修指導方法について 

県総合福祉会館 24人 

30. 2.27 

 

介護支援専門員実務

研修ワーキングチー

ム会議 

・ 実習報告書の査読方法について 

・ 実務研修 後期課程指導方法について 

県総合福祉会館 

 

6人 

 

  



１５ はんどちゃん人づくり研修等事業の実施 

 （１）茨城県はんどちゃん人づくり研修事業協議会及びワーキングチーム会議の開催 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

30. 3. 9 茨城県はんどちゃん

人づくり研修事業協

議会 

・ 平成 29 年度社会福祉事業従事者研修

事業実績について 

・ 平成 30 年度社会福祉事業従事者研修

事業の基本的考え方案について 

・ 平成 30 年度社会福祉事業従事者研修

事業計画案について 

・ 県社協会員・非会員の参加費の差別化

について 

県総合福祉会館 11人 

 

（２）研修事業の実施 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 4. 17 

～18 

4.25 

～26 

5. 8 

～ 9 

5.18 

～19 

社会福祉施設

等新任職員研

修A・B・C・D 

・ 福祉制度の動向 

・ 記録の書き方 

・ あいさつ・マナー 

・ コミュニケーション・メンタルヘルス 

B・C 

県総合福祉会館 

A・D 

土浦市亀城プラ

ザ 

320人 

 

29. 5.15 

～16 

相談援助業務

担当者研修（初

任者） 

・ 相談援助に必要とされる技術とは 

・ 相談援助の基礎 

・ 相談援助の実際（1） 

・ 相談援助の実際（2） 

・ アセスメントについて 

県総合福祉会館 99人  

29. 5.31 

6. 1 

6.29 

メンタルタフ

ネス研修（初

級） 

・ コミュニケーション・トレーニング 

・ 行動形成法実技演習 

県総合福祉会館 193人 

29. 6. 7 接遇マナー研

修 

・ 職場生活の基本動作～マナーの大切さ～ 県総合福祉会館 247人 

29. 6. 9 

 

 

ファンドレイ

ジング講座 

・ ファンドレイジングとは 

・ 全国の取り組み・県内の取り組み 

・ 事業の作り方 

県総合福祉会館 49人  

29. 6.13 

～14 

リスクマネジ

メ ン ト 研 修

A・B 

・ 仕組みで管理すべき現場のリスク 

・ リスクマネジメントの基礎 

・ 事故を防止する仕組みづくり 

・ 子ども主体のリスクマネジメント 

県総合福祉会館 

 

218人 

29.6.20 

6.21 

 

コミュニケー

シ ョ ン 研 修

A・B 

・ 対人援助職・相談援助職と伝える力 

・ 伝える力がもつ「4つのちから」等 

県立健康プラザ 163人  

29.6. 30 

9.11 

9.19 

メンタルタフ

ネス研修（中

級） 

・ セルフ・エンゲージメント理論 

・ 行動形成法実技演習 

・ Ifグループ（集中グループ体験法） 

県総合福祉会館 141人 

 

  



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 7.11 

～12 

キャリアパス

対応生涯研修

課程初任者コ

ース 

・ 基軸科目・基礎科目・重点科目・啓発科目

の講義と演習 

・ 行動指針の策定 

・ キャリアデザインと行動計画の策定 

県総合福祉会館 88人 

29. 7. 20 

～ 21 

12.18 

～ 19 

クレーム対応

力 強 化 研 修

A・B 

・ ピンチをチャンスに～クレーム対応の秘訣

～ 

・ 原因追究／解決策提示／職場内における活

用 

・ 職場における「クレーム対応」体制の構築 

県総合福祉会館 125人 

29. 7.27 発達障害研修

（大人の支援） 

・ 発達障害の特徴・コミュニケーション 

・自閉症スペクトラムの方への支援の方法 

県総合福祉会館 119人 

29. 8. 7 

～ 8 

メンタルヘル

ス ケ ア 研 修

A・B 

・ メンタルヘルスの現状 

・ ストレスの要因とストレス反応 

・ ラインケア，ラインケアのためのコミュニ

ケーション 

・ 復職復帰の支援，まとめ 

県総合福祉会館 98人 

29. 8.22 

～23 

業務改善手法

入門研修 

・ 業務改善とは 

・ 職場の分析「業務は掛け算で見る」 

・ 情報共有の必要性 

・ 成果のでる会議のススメ 

県総合福祉会館 84人 

29. 8.28 

11.10 

アンガーマネ

ジメント研修

A・B 

・ 役割理解と期待 

・ 組織に欠かせないコミュニケーションとは 

・ アンガーマネジメントの有効活用 

・ 相手の心情理解 

・ ケース分析 

・ より良い人間関係のために 

県総合福祉会館 201人  

29. 9. 5 

12.12 

30. 2.20 

中堅職員研修

A・B・C 

・ 組織と中堅職員の役割 

・ 自己を振り返る 

・ 後輩・部下とのコミュニケーションの取り

方 

県総合福祉会館 303人  

29. 9.13 

～14 

職場内研修担

当者養成研修 

・ 福祉人材育成と職場内研修の必要性 

・ 職員研修の考え方と推進方法 

・ さまざまな研修技法 

・ 研修ニーズ分析と年度研修計画の策定 

・ 年度研修計画の策定 

・ 職場研修担当者の役割と課題 

県総合福祉会館 97人 

29. 9.30 社会福祉施設

等職員安全運

転研修 

・ 安全運転の基本，運転適性検査等 

・ 実技（日常点検・基本走行・スラローム走

行・スキッド走行など） 

安全運転中央研

修所 

32人  

29.10.17 

～18 

 

カウンセリン

グ研修 

・ カウンセリングの基礎Ⅰ 

・ 出会いのこころみ 

・ カウンセリングの基礎Ⅱ 

・ 聴く実習 

県総合福祉会館 66人 

29.10.20 社会福祉施設

等看護職員研

修 

・ 施設における感染症に対する対応について  県総合福祉会館 280人 

 



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29.10.24 

～25 

コーチングス

キル研修 

・ コーチングとは 

・ 部下の開発レベルと状況対応型リーダーシ

ップ 

・ 信頼関係構築のためのコミュニケーション 

・ コーチングスキルの基本 

・ コーチングの実践 

・ アクションプランの作成／まとめ 

県総合福祉会館 86人 

29.11. 6 

11.17 

発達障害研修

（子どもの支

援） 

・ 発達障害の子どもの特徴 

・ 保護者支援や現場で使えるコミュニケーシ

ョン 

県総合福祉会館 105人 

29.11.24 生活対応力向

上研修 

・ 常識ってなんだろう 

・ 生活支援，生活指導等をするための基礎的

な知識・技術 

・ マナー 

県総合福祉会館 94人 

29.11.27 

～28 

相談援助業務

担当者研修 

・ 相談援助に必要とされる技術とは 

・ 相談援助職としての技術① 

・ 相談援助職としての技術② 

・ 相談援助職としての技術③ 

県総合福祉会館 87人  

29.11.30 保育担当職員

研修 

・ 表現あそび 

-心もからだもまるごと育てるあそびの力- 

ケーズデンキス

タジアム 

124人  

29.12.13 

 

 

エピペン講座

A・B 

・ エピペンを使用する時とは 

・ 食物アレルギー，アナフィラキシーについ

て 

・ エピペンの使用（実技） 

県総合福祉会館 77人  

29.12.14 

 

 

ファンドレイ

ジング講座［実

践編］ 

・ なぜ社会福祉法人や社協にファンドレイジ

ングが必要なのか 

・ 個人へのファンドレイジングの手法 

・ 日赤茨城県支部のファンドレイジングの取

組 

日本赤十字社茨

城県支部 

23人  

30. 1.29 

～30 

ファシリテー

ション研修 

・ ファシリテーションで『響きあうチーム』

を実現しよう！ 

県総合福祉会館 86人 

30. 2. 6 社会福祉法人

等管理・代表者

研修 

・ 組織のリーダーとしての部下の育成方法，

リーダーの行動 

県総合福祉会館 168人 

30. 2.13 社会福祉施設

等給食担当職

員研修 

・ タニタ食堂に学ぶヘルシー定食のコツ 

・ 運動の基礎，および姿勢チェックなど 

・ 給食を通して伝えたいこと 

県総合福祉会館 135人 

30. 2.20 アクティビテ

ィ・ワーカー養

成研修 

・ レクリエーションからアクティビティサー

ビスへ  

県総合福祉会館 39人 

30. 2.24 公開セミナー ・ 働きながら社会を変えるとは 

・ 茨城県内のNPO等の取り組み紹介 

県総合福祉会館 21人 

30. 2.27 

 

メンタルタフ

ネス入門講座 

・ ジブリの心理分析 

・ 自己分析 

県総合福祉会館 99人 

 



１６ 修学資金等貸付事業の実施 

（１）介護福祉士修学資金等貸付事業 

資 金 種 類 
平成29年度 

貸付実人数 貸付済額  

介護福祉士修学資金 42人 33,800,000円 

社会福祉士修学資金 7人 4,010,000円 

介護福祉士実務者研修受講資金 151人 19,728,521円 

離職介護人材再就職準備金 7人 2,550,000円 

計 207人 60,088,521円 

 

（２）保育士修学資金等貸付事業 

資 金 種 類 
平成29年度 

貸付実人数 貸付済額  

保育士修学資金 259人 197,924,920円 

未就学児保育料 159人 24,246,060円 

潜在保育士就職準備金 47人 16,147,600円 

保育補助者雇上費 7人 18,445,630円 

計 472人 256,764,210円 

 

（３）児童養護施設退所者等自立支援資金貸付事業 

資 金 種 類 
平成29年度 

貸付実人数（延べ人数） 貸付済額  

生活支援費 9人 5,000,000円 

家賃支援費 13人 4,649,700円 

資格取得支援費 6人 1,491,800円 

計 21人（28人） 11,141,500円 

 

（４）保育・幼児教育人材復職支援事業（保育士分） 

資 金 種 類 
平成29年度 

助成実人数 助成金額 

未就学児保育料一部助成金 61人 8,702,800円 

 

１７ 地域福祉・ボランティアの推進 

（１）市町村社協への支援・援助 

① 会議･研修会の開催 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 4.14 市町村社協業務担当

者会議 

・ 基調説明 

・ 事業説明 

・ 情報交換・協議 

県総合福祉会館 47人 

 

  



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 6.12 地域福祉推進セミナ

ー 

・ 講演 

 「『我が事・丸ごと』地域共生社会実現に

向けた取り組み」 

・ 実践発表 

 「『オール社協』『オール東海』による支援

体制の構築を目指して～総合的な生活支

援体制についての調査研究報告より～」 

県総合福祉会館 211人 

29. 7. 4 

 ～ 5 

茨城県内社会福祉協

議会職員新任・初級

研修会 

・ 講義Ⅰ「ビジネスマナー研修」 

・ 講義Ⅱ「社協職員として備えておくべき

能力」～県社協の立場から～ 

・ 交流Ⅰ「ニュースポーツ『ラダーゲッタ

ー』をやってみる！」 

・ 交流Ⅱ 

・ 講義Ⅲ「社協職員の仕事」～市町村社協

の今日的課題と今後の動向・神栖市社協

の取り組みから～ 

・ 演習Ⅰ「先輩からの体験談を聞いてみよ

う」 

・ 演習Ⅱ「社協マンとして，自分自身の夢

を考えてみよう」 

いこいの郷常総 45人 

30. 1.12 市町村社協専門講座

（法人運営・経理担

当編） 

・ 講義① 

・ 「適正な会計処理と経理事務について」 

・ 講義② 

・ 「財務規律と内部統制向上について」 

県総合福祉会館 65人 

30. 1.21 災害ボランティアセ

ンター運営訓練 

・ 講義及び演習「災害ボランティアセンタ

ー運営訓練・防災ボランティアリーダー

養成研修会」 

ひたちなか市総

合福祉センター 

74人 

30. 1.30 社会福祉法人経営改

善支援研修会 

講義 「就業規則運用のポイント」 

講義 「はじまります，無期転換ルール」 

講義 「社会福祉施設の安全管理について」 

県総合福祉会館 192人 

30. 1.31 災害ボランティアセ

ンター運営訓練 

・ 講義及び演習「災害ボランティアセンタ

ー運営訓練・防災ボランティアリーダー

養成研修会」 

大野まちづくり

センター 

92人 

30. 2. 5 ボランティア担当

者・ボランティアコ

ーディネーター研修 

会 

・講義・演習 

 「ボランティア活動の魅力の伝え方～参加

の壁を取り払うためには～」 

県総合福祉会館 24人 

  

② 会議･研修会への協力 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 4.20 

 

古河市社協役員・評

議員研修会 

・ 講話 「社会福祉法人制度改革に伴う役

員，評議員の役割について」 

古河福祉の森会

館 

本会から

1人 

29. 7.11 

 

常陸太田市社協支部

長等研修 

・ 講話「みんなでつくる地域の“幸せ”」～

福祉の動向と常陸太田市社協の取り組み

～ 

プラトーさとみ 本会から

1人 

29. 7.31 

 

潮来市社協役職員研

修会 

・ 講話「社会福祉協議会の役割について」 潮来市社協会議

室 

本会から

1人 

 

  



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29.10. 4 利根町社協役員・評

議員研修 

・ 講話「社会福祉協議会に求められる期待

と役割」～住民のつながりづくりに向け

て～ 

利根町すこやか

交流センター 

本会から

2人 

29.12. 8 常総市社協支部研修

会 

・ 講話「地域における支え合い活動とふれ

あいサロン」 

石下総合福祉セ

ンター 

本会から

1人 

30. 1.23 地域生活支援協議会

スキルアップ研修 

・ 講話「地域共生社会の実現に向けた制度

改革」 

牛久市保健セン

ター 

本会から

1人 

 

  ③ 地域包括ケアシステムの推進 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29.12.19 生活支援コーディネ

ーター養成研修内容

検討会 

・ 生活支援コーディネーター養成研修の内

容検討（中央研修テキストを基本とし理

解し易い，茨城版テキスト（事例追加）

の作成） 

県総合福祉会館 7人 

30. 1.26 4人 

30. 1.29 

2. 6 

2. 7 

  

生活支援コーディネ

ーター養成研修 

・ 行政説明「生活支援コーディネーター及

び協議体とは」 

・ 高齢者の生活支援ニーズと生活支援サー

ビスについて 

・ 高齢者に係る地域アセスメントの手法 

・ コーディネーターと協議体に期待される

機能と役割 

・ サービス開発の方法について 

・ 生活支援コーディネーターが行うべきア

セスメントと支援の視点 

・ 事例発表 

・ グループ討議 

県総合福祉会館 

ケーズデンキス

タジアム 

133人 

（修了証

発行122

人） 

・新地域支援推進協議会への参加（4/26 2人，7/18 2人，11/2 2人） 

・個別市町村のフォローと研修会支援（14市町村） 

・地域別ブロック会議への参加（7回） 

 

④ 調査 

・ ボランティア体験月間への取組み調査 

体験月間（7～8月）における市町村社協等主催の青少年（児童・生徒等）のボランティア活動の実態を市町

村社協に調査依頼。県社協でとりまとめて冊子にし，県・市町村社協・関係団体等に配付。 

  ※県内44市町村のうち，34市町村において75の事業を実施 

・ ボランティア把握状況調査 

市町村社協で把握・登録しているボランティアの団体数・個人数及び具体的な活動内容の調査を市町村社協

に依頼。県社協で取りまとめ，県・市町村社協・関係団体等にメール送信し，ボランティアの実態把握と活

動促進等に活用。    ※ボランティア把握団体数 3,138団体   把握人数 115,571人 

 

⑤ 相談事業 

相談形態 ・ 来所相談  ・電話相談 

主な相談内容 ・ 定款・緒規程，経理，事業，講師紹介，視察先紹介 他 

 

   

  



 ⑥ 団体への協力 

・茨城県市町村社会福祉協議会事務局長会への協力 

・茨城社会福祉協議会職員連絡協議会への協力 

・茨城県防災ボランティアネットワークへの協力 

 

⑦ 地域福祉アドバイザー事業 

    ・地域福祉活動アドバイザー2人を委嘱 

      みんなの幸せづくりをすすめる研究会（事務局長会・職連協との共催）への協力 

      鹿嶋市社協主催講座への派遣調整 

    ・防災活動アドバイザー2人を委嘱 

      本会防災事業への参加と指導 

      土浦市・古河市・常陸太田市・鹿嶋市・阿見町・境町社協主催講座への派遣調整 

 

⑧ みんなの幸せづくりをすすめる研究会（ボヌール会議）の開催 

 

  

実施時期 会議名 内  容 会 場 参加者 

29. 5.24 キックオ

フミーテ

ィング 

○説明 

・ 「平成29年度みんなの幸せづくりをすすめる研究

会」実施について 

・ 「平成29年度みんなの幸せづくりをすすめる研究

会」の実施概要，年間スケジュール予定について 

○協議 

・ 地域福祉推進における課題について 

○アドバイス 

・ 「市町村社協のこれから・社協職員に期待するこ

と」 

県総合福祉会館  21人 

29. 5.24 第 1 回課

題検討会

議 

○参加者自己紹介 

○協議 

・ 地域福祉課題の共有，課題解決に向けた検討 

・ ステージ2「オープンミーティング」の取り扱いテ

ーマ，ワーク実施方法の決定 

○アドバイス 

・ 「コミュニティソーシャルワーカーとして求めら

れること」 

県総合福祉会館  15人 

29. 6.19 第 1 回オ

ープンミ

ーティン

グ 

○事例説明及びワークショップ体験 

・ タイムトラベルワークを活用した課題の可視化に

ついて～旧住民地域及び造成団地における展開を

とおして～ 

○演習 

・ タイムトラベルワーク実際の展開と課題について 

県総合福祉会館  32人 

29. 7.19 第 2 回課

題検討会

議 

○協議 

・ 第1回オープンミーティングの振り返り 

・ 地域福祉課題の共有，課題解決に向けた検討 

・ 課題に対応する事例の紹介 

・ 第2回オープンミーティングのすすめ方について 

県総合福祉会館  12人 



実施時期 会議名 内  容 会 場 参加者 

29. 9.13 第 2 回オ

ープンミ

ーティン

グ 

○事例説明 

・ 「社協の『力』となる地域福祉活動計画づくり～常

陸太田2年間のあれこれ 丸ごと見せます！！～」 

○ワークショップ 

・ 「計画策定・連携強化 ～私たちの場合～」 

県立健康プラザ  30人 

29.10.18 第 3 回課

題検討会

議 

○協議 

・ 第2回オープンミーティングの報告書作成について 

・ 今後のすすめ方について（第3回，第4回のテーマ

検討） 

・ 中間報告について 

・ 報告書内容について 

県総合福祉会館  11人 

29.11.13 第 3 回オ

ープンミ

ーティン

グ 

○体験型プログラム 

・ 認知症456（すごろく）で認知症を正しく理解しよ

う！ 

※「ボランティア・市民活動フェスティバル2017」の

プログラムとして開催 

県総合福祉会館  27人 

29.12.13 第 4 回課

題検討会

議 

○認知症456（すごろく）について 

・ 概要紹介 

・ 認知症123と認知症456の関係性 

・ 認知症456の内容確認 

○認知症456体験者の声 

・ 456を体験した課題検討会議メンバーからの感想 

・ 参加者アンケートの結果報告 

○市町村社協における認知症の対応状況 

・ 資料確認 

 「厚労省の認知症施策の確認」 

 「認知症に関するその他資料等の確認」 

・ 協議 

 「認知症の方の支援を目的とした事業の確認」 

 「認知症予防を目的とした事業の確認 

○体制整備とツールづくり 

・ 地域共生社会の構築に対応する社協の取り組みに

ついて 

・ 我が事意識の醸成をすすめるために 

○アドバイス 

県総合福祉会館  10人 

30. 1.17 第 4 回オ

ープンミ

ーティン

グ 

○基調講演 

「我が事・丸ごと」地域共生社会の構築に向けた取

り組み 

○基調報告 

 地域共生社会実現に向けたネットワークづくり 

○シンポジウム 

 地域共生社会に向かう東海村の今，そしてこれから 

※東海村・東海村社協主催「地域共生社会実現推進シ

ンポジウム」に位置付けて開催 

東海村産業・情

報プラザ「アイ

ヴィル」 

34人 



 

（２）福祉コミュニティづくり県民運動の推進 

① 会議･研修会の開催 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

29. 5.31 第 1 回はんどちゃん

運動推進委員会 

・ 正副委員長の選出について 

・ 今年度のはんどちゃん運動の取り組み及

びスケジュールについて 

・ 平成 29 年度はんどちゃんネットワーク

運動サロン拡充支援事業助成金について 

県総合福祉会館 10人 

29. 7.27 第 1 回はんどちゃん

運動推進小会議 

・ はんどちゃんネットワーク運動第３期の

進め方について 

県総合福祉会館 5人 

29. 8.30 第 2 回はんどちゃん

運動推進小会議 

・ 平成 29 年度はんどちゃんネットワーク

運動サロン拡充支援事業助成金の助成団

体審査について 

・ はんどちゃん運動第３期の進め方につい

て 

県総合福祉会館 8人 

29. 9.20 

 

第 2 回はんどちゃん

運動推進委員会 

・ はんどちゃんネットワーク運動第３期の

進め方について 

県総合福祉会館 9人 

29.12.25 第 3 回はんどちゃん

運動推進委員会 

・ 福祉コミュニティづくり推進のつどいに

ついて 

・ ふれあい・いきいきサロンの作り方講座

について 

・ 第 3期はんどちゃんネットワーク運動へ

の取り組みついて 

県総合福祉会館 8人 

 

 

  

実施時期 会議名 内  容 会 場 参加者 

30. 2.21 第 5 回課

題検討会

議 

○地域共生社会実現推進シンポジウム 

・ 報告 

○平成30年度の取り組みに向けて 

・ 平成29年度を振り返って 

・ 地域共生社会づくりの理解と共有 

・ 福祉社会づくり実践ツールの検討 

○みんなの幸せコンシェルジュ 

・ 期待すること 

・ 認定の授与について 

県総合福祉会館  12人 

30. 3.14 第 6 回課

題検討会

議 

○平成29年度の振り返り・報告 

○みんなの幸せコンシェルジュ 

・ 期待すること，活動場所について 

・ 認定の授与について 

○平成30年度のすすめ方 

・ 茨城県内の社協がすすめる「地域共生社会」を考え

る 

・ 「我が事・丸ごと」支援体制整備の推進ツールの検

討 

県総合福祉会館  14人 



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会 場 参加者 

30. 3. 2 

 

ふれあい・いきいき

サロンつくり方講座

（ホップ編）／福祉

コミュニティづくり

推進のつどい 

・ 学び 1「福祉コミュニティづくり推進の

つどい」に参加し，様々なサロン活動に

触れることで，自分のサロンイメージを

膨らませると共に，サロン活動を通じて

地域の福祉課題解消のために一歩を踏み

出す仲間づくりのきっかけとする 

・ オープニング「あぁ青春！ みんなで体

験 うたごえサロン」 

・ 実践発表「さぁ聞こう！～今たまり場が

やばい～」 

・ たまり場のしゃべり場「もぅどうにも黙

れない!!サロン（にかける）幸せ・夢大

自慢大会」 

・ エンディング『この街で♪～第3期バー

ジョン～』 

フェリヴェール

サンシャイン 

203人 

30. 3. 7 ふれあい・いきいき

サロンつくり方講座

（ステップ編） 

・ 学び2「茨城県内のサロンの現状とはん 

・ どちゃんネットワーク運動」 

・ 学び 3「サロンのい・ろ・はとサロンへ

のお・も・い」 

・ 学び 4「サロン運営に必要なファシリテ

ーションの視点」 

県総合福祉会館 18人 

30. 3.15 

 

ふれあい・いきいき

サロンつくり方講座

（ジャンプ編） 

・ 学び5「サロン活動のあれこれ」 

・ 学び 6「突撃！隣のサロン活動～きよぴ

ーの活動見学」 

任意団体きよぴ

ー（東京都八王子

市清川町） 

15人 

 

② 広報・啓発 

   ・広報紙「いばらきの社会福祉」におけるはんどちゃんネットワーク運動及び県内サロン活動等の紹

介   

   ・茨城新聞でのはんどちゃんネットワーク運動紹介 

   ・はんどちゃんオリジナルグッズ製作 

   ・「保健と福祉の事例発表会」におけるはんどちゃんネットワーク運動の実践発表 

    

（３）福祉教育関係事業 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29.11.13 

 

 

 

 

 

福祉教育推進セミナ

ー 

 

 

 

 

・ 対談 

「学校と地域の今を考える」～福祉教育を

すすめるために～ 

・ 演習 

「学校と地域の未来をえがく福祉教育」 

・ まとめ，事務連絡等 

県総合福祉会館 

 

 

 

 

 

77人 

 

 

 

 

 

 

（４）志民の学び縁卓会議 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

30. 2. 1   第 34 回志民の学び

縁卓会議 

・ 「現場で使える福祉教育のすすめ」追加

実践事例について 

・ 「現場で使える福祉教育のすすめ」に掲

載する実践事例について 

・ 縁卓会議の今後の取組内容について 

県総合福祉会館     7人 

 



（５）市町村社協との連携 

会議・研修会等出席回数 事業概要（会議事項） 

79回 
市町村社協の組織・活動の強化促進を図るため，事務局体制の整備，地域福祉

活動・ボランティア活動の支援・連携を図った。 

 

（６）関係機関，団体等との連携 

会議・研修会等出席回数 事業概要（会議事項） 

37回 
行政，関係団体，学校等の主催する講座・研修・会議等に本会職員が出席し，

連携を図った。 

 

（７）出前講座 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 6.15 福祉会館見学並びに

福祉に関する学習 

・ 北茨城市立常北中学校1年生対象の福祉 

に関する講話，福祉教育ＤＶＤ視聴，そ

の他 

県総合福祉会館 本会から 

2人 

29. 6.21 福祉体験教室 ・ 福祉体験支援（車いす・アイマスク） 水戸市立寿小学

校 

本会から 

2人 

29. 6.22 福祉体験教室 ・ 福祉体験支援（車いす・アイマスク） 水戸市立緑岡小

学校 

本会から 

2人 

29. 6.21 水戸地区法人連絡会

研修会 

・ 講話「地域の公益的な取り組みと地域公

益事業の考え方について」 

・ パネルディスカッション「地域における

公益的な取り組みについて」 

水戸市福祉ボラ

ンティア会館 

本会から 

１人 

29. 8.10 災害ボランティアセ

ンター立ち上げ訓練 

・ 設置訓練 

・ 振り返り 

龍ケ崎市地域福

祉会館 

本会から 

2人 

29. 8.10 広報（イベント）ボ

ランティア研修会 

・ 講話「ボランティア基礎研修」 県開発公社 本会から 

１人 

29. 8.21 鉾田市ウェルフェア

スクール 

・ 講義，グループワーク 

 「ボランティアって，どんなこと？」 

鉾田市社会福祉

協議会 

本会から 

1人 

29. 8.29 無料低額診療事業実

施病院・相談支援機

関との交流会 

・ 講話「地域包括支援体制ビジョンづくり」

～我が事・丸ごと地域共生社会の実現～ 

水戸市福祉ボラ

ンティア会館 

本会から 

１人 

29.10.14 「希望号」 

ボランティア研修会 

・ ボランティアに関する講話並びに福祉体

験（車いす）支援 

茨城県開発公社

ビル 

本会から

1人 

29.10.14 いばらき防災大学 ・ 講義「災害とボランティア活動」 

 

常総市 

石下体育館 

本会から 

１人 

29.11.30 ふれあいサロン研修

会 

・ 「地域における助け合い活動とふれあい

いサロンの役割」 

ひたち野リフレ 本会から 

1人 

29.12.19 潮来市ボランティア

協議会研修会 

・ 講話「地域の幸せづくりはサロンから」 アイモア JOY

ホール 

本会から

1人 

30. 1.20 

 

いばらき防災大学 ・ 講義「災害とボランティア活動」 

 

ひたちなか市 

ワークプラザ勝 

田 

本会から 

１人 

30. 1.25 大洗小学校 

シニア車いす体験 

・ 福祉体験支援（車いす・高齢者疑似体験） 大洗町立大洗小

学校 

本会から 

1人 

30. 3. 1 介護・福祉体験教室 ・ 講話，高齢者疑似体験・車いす体験の活

動支援   対象：1～3年生 

水戸平成学園高 

等学校 

本会から

2人 

 

  



（８）委員会等への参加 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 6. 6 コミュニティカフェ

ぷらっとほーむ運営

委員会 

・ ぷらっとほーむ概要説明 

・ 平成29年度事業計画について 

下妻市「コミュニ

ティカフェぷら

っとほーむ」 

本会から

1人 

29. 6.23 ひたちボランティア

プラザ運営委員会 

・ 平成 28 年度ひたちボランティアプラザ

事業報告について 

・ 「善意銀行」預金払出し状況について 

・ 平成 29 年度ひたちボランティアプラザ

事業計画について 

・ 情報提供 

日立市福祉プラ

ザ 

本会から

1人 

29. 6.26 第 4 次東海村地域福

祉活動計画 ワーキ

ングチーム 第１回

全体会 

・ 第4次計画，第3次発展・強化計画策定

の概要及び策定の経過について 

・ 研修「第4次東海村地域福祉活動計画策

定作業にあたって」 

・ 第4次計画基本目標・基本計画（案），第

3 次発展・強化計画経営目標・経営戦略

（案）について 

東海村総合福祉

センター「絆」 

本会から 

１人 

29. 8. 5 東海村社会福祉協議

会理事・監事・評議

員・地域福祉活動計

画策定関係委員研修

会 

・ 第4次東海村地域福祉活動計画・第3次

東海村社会福祉協議会発展・強化計画の

策定概要 

・ 社会福祉法人改革における今後の社協活

動の展望について 

東海村総合福祉

センター「絆」 

本会から 

１人 

29. 8.28 第 1 回那珂市地域福

祉活動計画進行管理

委員会 

・ 正副委員長選任 

・ 第 3 次地域福祉活動計画並びに社協発

展・強化計画について 

・ 進行管理手法について 

・ 情報提供「国の社会福祉施策の動向（我

が事丸ごとの地域づくり推進事業）」 

那珂市役所瓜連

支所分庁舎 

本会から

１人 

29. 8.28 第 4 次東海村地域福

祉活動計画 ワーキ

ングチーム 第 2 回

全体会 

・ 第5回策定委員会の報告 

・ 第4次計画，第3次発展・強化計画策定

の実施計画（案）について 

・ 今後の策定スケジュールについて 

東海村総合福祉

センター「絆」 

本会から 

１人 

29. 8.30 第 1 回取手市社会福

祉協議会運営委員会 

・ 第 1次地域福祉活動計画の進捗状況の確

認 

取手市福祉交流

センター 

本会から

1人 

29.11. 7 第 4 次東海村地域福

祉活動計画 ワーキ

ングチーム 第 3 回

全体会 

・ 第6回策定委員会の報告 

・ 実施計画（案）について 

・ 重点施策（案）について 

東海村総合福祉

センター「絆」 

本会から 

１人 

30. 2.20 第 2 回那珂市地域福

祉活動計画進行管理

委員会 

・ 計画進行管理作業の概要について 

・ 聞き取り調査について 

・ 地域福祉活動計画取り組み状況及び推進

上の課題 

・ 計画推進課題を踏まえた社協の取り組み

及び短期計画について 

那珂市役所瓜連

支所分庁舎 

本会から

１人 

30. 2.26 第 2 回取手市社会福

祉協議会運営委員会 

・ 第 1次地域福祉活動計画に基づく，平成

29年度実行計画の進捗状況の確認 

取手市福祉交流

センター 

本会から

1人 

 



（９）ボランティア・市民活動振興対策事業 

① ボランティア・市民活動フェスティバル 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29.11.13 ボランティア・市民

活動フェスティバル

2017「参加しよう！

わたしにもできるこ

と！」～福祉教育か

ら考える社会活動～ 

・ 体験型プログラム 

（1）「三世代交流，地域の先輩から学ぼう！」 

（2）「知ってる？社会福祉施設の活動！おい

しく食べて，学ぼう！」 

（3）「楽しく学べるドッグトレーナー体験&

保護犬譲渡会&オリジナル雑貨・わん

ちゃん用おやつ販売」 

（4）「クリエイションカーを利用したおなか

とおはだの健康づくり」 

（5）「認知症456（すごろく）で認知症を正

しく理解しよう！」 

・ 対談「学校と地域の今を考える」～福祉

教育をすすめるために～ 

・ 演習「学校と地域の未来をえがく福祉教

育」 

・ はんどちゃんスタンプラリー 

・ 抽選会 

県総合福祉会館 350人 

 

 ② ボランティア・市民活動との連携・協働 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 5.11 日本青年会議所関東

地区茨城ブロック協

議会防災セミナー 

・ 講演「被災地経験を活かした防災・減災

システムの構築」 

 

県総合福祉会館 本会から 

1人 

29. 6. 8 いばらき保健福祉友

の会総会 

・ 活動報告と方針提案 

・ 活動報告 

・ 講演 

・ 交流会 

県総合福祉会館 本会から 

1人 

29. 7.16 ナルク水戸定時総会 ・ 2016年度事業報告及び活動報告，決算報

告 

・ 2017年度事業計画，収支予算 

・ 特別講演 

県総合福祉会館 本会から 

1人 

29. 7.25 施設等ボランティア 

担当者研修会 

・ 「地域における助け合い活動の推進につ

いて」 

牛久市ボランテ

ィア・市民活動

センター 

本会から 

1人 

30. 3.22 コモンズ設立20周年

記念サロン「災害時

にＮＰＯができるこ

と，すべきことを考

えよう」 

・ 報告「常総での発災後の取り組みとＮＰ

Ｏの災害時の連携の必要性」 

・ 報告1常総での「災害者避難マニュアル」

づくりの取り組み 

・ 報告 2「県内の防災訓練の現状と福祉避

難所に関する取り組みの必要性」 

・ グループ討議 

筑波学院大学 本会から 

1人 

 



③ 特定非営利活動法人 茨城ＮＰＯセンター・コモンズとの連携・協働 

理事会への出席 （29.4.24 トモスみと） 

総会への出席 （29.5.20 トモスみと） 

コモンズ設立20周年記念サロン「災害時にＮＰＯができること，すべきことを考えよう」に出席 

（30.3.22 筑波学院大学） 

花王・ハートポケット倶楽部地域助成選考会への協力 

各種実施事業への参加・協力 

 

（１０）防災ボランティア関係事業 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

30. 1.21 災害ボランティアセ

ンター運営訓練 

・ 講義及び演習「災害ボランティアセンタ

ー運営訓練・防災ボランティアリーダー

養成研修会」 

ひたちなか市総

合福祉センター 

74人 

30. 1.31 災害ボランティアセ

ンター運営訓練 

・ 講義及び演習「災害ボランティアセンタ

ー運営訓練・防災ボランティアリーダー

養成研修会」 

大野まちづくり

センター 

92人 

 

（１１）茨城県防災ボランティアネットワーク関係 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 6.27 防災ボランティアネ

ットワーク総会 

・ 平成28年度事業報告について 

・ 平成29年度事業計画(案)について 

・ 会則の変更について 

・ 任期満了に伴う新世話人の選出について 

県総合福祉会館 19団体 

29. 9. 4 

～ 5 

防災ボランティア活

動に関する研修会 

・ 災害ボランティアセンター運営者研修へ

の参加 

ホテルテラスザ

スクエア日立 

4団体 

29.11.11 防災ボランティア活

動に関する訓練 

・ 茨城県・稲敷市総合防災訓練への参加 稲敷市江戸崎総

合運動公園 
3団体 

 

（１２）茨城県総合防災訓練関係 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 5.30 防災訓練第1回会議 ・ 訓練実施要領（案）について 

・ 訓練実施細目（案）について 

・ 訓練会場について 

・ 訓練に係る日程等について 

・ 訓練参加調査票等の提出について 

江戸崎公民館 3人 

29. 8. 3 防災訓練第2回会議 ・ 訓練実施要領（案）について 

・ 訓練実施細目（案）及び訓練実施細目詳

細について 

・ 分科会「救急・医療関係」「警備・ライフ

ライン・住民避難・避難所運営・展示・

その他」 

江戸崎公民館 2人 

29. 9.21 防災訓練第3回会議 

 

・ 訓練実施要領（案）及びしおり（案）に

ついて 

・ 訓練実施細目（案）及び訓練実施細目詳

細について 

江戸崎公民館 3人 

29.11.11 茨城県・稲敷市総合

防災訓練 

・ 災害ボランティアセンター運営訓練 稲敷市江戸崎総

合運動公園 

本会から

2人 

 



（１３）災害ボランティアセンター連携支援（全社協共催） 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 9. 4 

～ 5 

 

災害ボランティアセ

ンター運営者研修 

・ 基調講演「災害ボランティアセンター運

営者研修のねらい」 

・ 基調シンポジウム「何のため・誰のため

の災害ボランティアセンターか」～あら

ためて災害ボランティアセンターを考え

る～ 

・ 講義・ワーク「ボランティアの気持ちを

最大限に，災害ＶＣの手間を最小限にす

る情報発信」 

・ 情報提供「災害ボランティア活動を支援

するネットワークと人・もの・資金」 

・ ワーク「多様なニーズに対応する災害ボ

ランティアセンター 

・ 振り返り・総括「地域実践に向けた振り

返り～研修で学んだことを自分の地域で

活かすために～」 

ホテルテラスザ

スクエア日立 

176人 

 

（１４）善意金（寄付金）の受入と指定払い出し及び助成 

社会福祉への善意の寄付金により，県内の福祉施設・団体等への指定払い出しを行うほか，小規模団

体等からの申請により事業費助成を行った。 

① 善意金の預託 

 金  額 備  考 

寄  付  金 7,543,397円 21件（②預託内訳のとおり） 

前年度繰越金 7,287,175円  

合     計 14,830,572円 Ａ（④の払い出し準備金へ） 

 

② 善意金の預託内訳と払い出し金額及び払い出し先 

預 託 者 名 金 額 指 定 払 出 先 

（株）明送 100,000円 茨城県社会福祉協議会(交通遺児福祉基金) 

茨城県遊技業防犯協力会 300,000円 茨城県いのちの電話 

50,000円 茨城県身体障害者福祉団体連合会 

50,000円 茨城県視覚障害者協会 

50,000円 茨城県聴覚障害者協会 

50,000円 茨城県身体障害者福祉協議会 

50,000円 茨城県肢体不自由児者父母の会連合会 

50,000円 茨城県手をつなぐ育成会 

50,000円 茨城県母子寡婦福祉連合会 

750,000円 茨城県社会福祉協議会(法人運営) 

100,000円 茨城県社会福祉協議会(ボランティア基金) 

関東陸運振興センター 1,000,000円 茨城県社会福祉協議会(交通遺児福祉基金) 

住友林業(株)安全協力施行店 水戸支部 39,303円 茨城県社会福祉協議会(交通遺児福祉基金) 

茨城県自動車整備業界親睦ゴルフ大会 100,000円 茨城県社会福祉協議会(交通遺児福祉基金) 

つくば自動車整備専門学校 125,000円 茨城県社会福祉協議会(交通遺児福祉基金) 

大洗町交通安全母の会 10,000円 茨城県社会福祉協議会(交通遺児福祉基金) 

 



預 託 者 名 金 額 指 定 払 出 先 

匿名 1,000,000円 茨城県児童福祉施設協議会 

水戸ヤクルト協会 

古河ヤクルト協会 

300,000円 

 

茨城県社会福祉協議会(はんどちゃんネット

ワーク運動) 

(一社)日本自動車販売協会連合会 1,000,000円 茨城県社会福祉協議会(交通遺児福祉基金) 

茨城新聞文化福祉事業団 1,500,000円 茨城県社会福祉協議会(法人運営) 

ＪＳＡ中核会 130,800円 茨城県社会福祉協議会(法人運営) 

損保ジャパン日本興亜（株） 13,080円 茨城県社会福祉協議会(法人運営) 

（株）明送 100,000円 茨城県社会福祉協議会(交通遺児福祉基金) 

積水メディカル労働組合 70,000円 茨城県社会福祉協議会(法人運営) 

（株）ライズ 2,974円 茨城県社会福祉協議会(法人運営) 

茨城県ＰＴＡ連絡協議会 200,000円 茨城県社会福祉協議会(交通遺児福祉基金) 

100,000円 茨城県視覚障害者協会 

100,000円 茨城県手をつなぐ育成会 

100,000円 茨城県肢体不自由児父母の会連合会 

茨城県ばら切花研究会 30,000円 茨城県社会福祉協議会(法人運営) 

小計ａ 19件（指定払い出し寄付金） 7,521,157円 Ｂ（④の指定払い出し金額へ）  

預 託 者 名 金 額 指 定 払 出 先 

丸大食品(株)首都圏特販営業課 14,063円 茨城県社会福祉協議会 

（無指定のため善意金助成へ） 

 

丸大食品(株)首都圏特販営業課 8,177円 

小計ｂ  2件（無指定分寄付金） 22,240円  

      合   計  7,543,397円 21件(小計ａ 19件 + 小計ｂ 2件)   

 

③ 申請による善意金助成 

申請者及び助成先 助成金額 備  考 

茨城県卓球バレー協会 50,000円 一般配分 

茨城県重症心身障害児（者）を守る会 100,000円 臨時配分 

茨城県保育協議会 100,000円 臨時配分 

(一社)日本筋ジストロフィー協会茨城県支

部 

50,000円 一般配分 

茨城県社会福祉協議会（災害ボランティアセ

ンター運営者研修） 

500,000円 特別配分 

特定非営利活動法人セカンドリーグ茨城 50,000円 一般配分 

事務費 3,204円  

合   計  6ヶ所 853,204円 Ｃ（④の善意金助成金額へ） 

   

  



 ④ 善意金繰越金（払い出し可能金額） 

 金  額 備  考 

払い出し準備金 14,830,572円 Ａ（①の合計金額） 

指定払い出し金額 7,521,157円 Ｂ（②の小計ａ金額） 

申請による善意金助成金額 853,204円 Ｃ（③の合計金額） 

次年度繰越金額 6,456,211円 Ａ－（Ｂ＋Ｃ）  

 

（１５）善意品（寄贈物品）の受入と払い出し 

社会福祉への善意の寄贈品を，指定された県内の福祉施設・団体等に払い出しを行った。 

 善意品の預託と指定払い出し状況 

内 容（預託者） 件数 数 量 等 指 定 払 出 先 

使用済み切手（外国切手等含む） 191件 約3,814,666枚 平成29年度換金額 

581,200円 

（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・市民活動助成金

へ） 

使用済みカード 71件 約25,714枚 

ハガキ 16件 約2,233枚 

車いす（日産プリンス茨城販売株式会社） 1件 10台 社会福祉施設10か所 

シルバーカー（一般社団法人 茨城県福祉サー

ビス振興会） 
1件 1台 県社協（県総合福祉会館） 

ベビー用紙おむつ（いばらきコープ生活協同組

合） 
1件 637袋 県内乳児院2か所 

大人用紙おむつ（いばらきコープ生活協同組合） 2件 63袋 小美玉市社協 

ぶどう狩り招待（早川ぶどう園） 1件 27人 社会福祉施設2か所 

日用品（東京電力常傭労組） 1件 

日用品（石鹸 63

個，タオル48枚，

雑巾31枚，粉洗剤

15箱ほか） 

社会福祉施設１か所 

綿菓子機・かき氷機（常陽ボランティア倶楽部） 1件 各１台 県社協 

プロ野球招待（公益財団法人 報知社会福祉事

業団） 
1件 48枚 社会福祉施設4か所 

クリスマスチャリティー招待（日産労連） 1件 642人 社会福祉施設26か所 

福祉巡回車（生命保険協会茨城県協会） 1件 3台 
ひたちなか市社協，石岡市社

協，那珂市社協 

車いす(株式会社ツルハホールディングス・クラ

シエホールディングス株式会社) 
1件 10台 社会福祉施設10か所 

車いす（株式会社アルプス技研） 1件 20台 社会福祉施設20か所 

お菓子（リスカ株式会社） 4件 1,233,200円相当 

社会福祉施設48か所・県社

協・ＮＰＯ法人ＮＧＯ未来の

子どもネットワーク 

 

  



（１６）ボランティア基金事業 

基金利息及び指定寄付により，県内のボランティア・市民活動団体等や市町村社協に対する活動費の助

成を行った。 

① ボランティア基金への預託等 

 金  額 備  考 

寄  付  金 100,000円 1件（善意金経由） 

基金利息収入 12,734,370円 債券，国債等利息 

使用済み切手換金収入等 598,215円 年度内4回換金 

合   計 13,432,585円 Ｃ（③の払い出し準備金へ） 

 

② ボランティア基金の払出 

 助成内訳 助成金額 備  考 

ボランティア団体助成 9団体 1,541,819円  

市町村社協ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ助成 35社協 8,737,284円  

ボランティア活動振興事業費 県社協 2,471,000円  

合   計  12,750,103円            Ｄ（③の払い出し金額へ） 

 

③ ボランティア基金繰越金（払い出し可能金額） 

 金  額 備  考 

前年度繰越金（積立金） 48,304,745円 Ａ 

前年度ボランティア団体助成 返還金 142,397円 Ｂ 

払い出し準備金 13,432,585円 Ｃ（①の合計金額） 

払い出し金額 12,750,103円 Ｄ（②の合計金額） 

事務費 20,888円 Ｅ 

次年度繰越金額 49,108,736円 （Ａ＋Ｂ＋Ｃ）－（Ｄ＋Ｅ） 

 

（１７）交通遺児福祉基金事業 

     預託金及び基金利息により，県内の交通遺児に対し就学奨励金（小学校卒業時60,000円／人・中学校

卒業時 70,000円/人）の贈呈を行った。 

① 交通遺児福祉基金への預託等 

 金  額 備  考 

寄  付  金 2,778,880円 10件（善意金経由） 

基 金 利 息 収 入  2,300,000円 債券，国債等利息 

合   計 5,078,880円 Ｂ（③の払い出し準備金） 

 

② 交通遺児福祉基金の払出 

 金  額 備  考 

就 学 奨 励 金  1,650,000円 
合計 25 人（小学校卒業 10 人 中学校卒業 15

人） 

ナスバコンテスト助成 6,000円 3人（図書カード2,000円×3人） 

合計 1,656,000円 Ｃ（③の就学奨励金） 

 

  



③ 交通遺児福祉基金繰越金（払い出し可能金額） 

 金  額 備  考 

前年度繰越金（積立金） 34,242,793円 Ａ 

払い出し準備金 5,078,880円 Ｂ（①の合計金額） 

就学奨励金 1,656,000円 Ｃ（②の合計金額） 

事務費 22,435円 Ｄ 

次年度繰越金額 37,643,238円 （Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ） 

 

（１８）関係機関･団体との共催・後援事業等 

実施時期 事   業   名 会 場 参加者 

29. 5.28 第19回茨城県ゆうあいスポーツ大会 笠松運動公園 球技場 本会から2人 

29. 9.24 第55回茨城県身体障害者スポーツ大会 ひたちなか市総合運動公園 本会から1人 

29.10.26 第55回手をつなぐ育成会茨城大会 県立県民文化センター 本会から１人 

 

１８ 社会福祉施設との連携 

（１）研修及び啓発事業等 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 8.30 保育所食育研修会 ・ 講演「園での食事と家庭との連携～幼児の

心と頭を育てる～」 

・ パネルディスカッション「子どもの食を豊

かにするために」 

県総合福祉会館 274人 

28.11.11 第39回茨城県保育大

会 

・ 式典・表彰 

・ 講演「言葉の力」 

・ すかんぽコンサート 

結城市民文化セ

ンターアクロス 

660人 

30. 1.16

～ 17 

主任保育士研究協議

会 

・ 講演Ⅰ「メンバーの成長を支援するコーチ

ング」 

・ 講演Ⅱ「子どもの権利・人権を考える」 

・ 幼保小の連携について 

・ ブロック発表（8ブロック） 

・ 分科会（7分科会） 

ホテルレイクビ

ュー水戸 

県立県民文化セ

ンター 

402人 

30. 1.30 

 

社会福祉法人経営改

善支援研修会 

・ 講義「就業規則運用のポイント」 

・ 講義「はじまります，無期転換ルール」 

・ 講義「社会福祉施設の安全管理について」 

県総合福祉会館 190人 

30. 2.13 保育研究発表会 ・ 研究発表（8ブロック） 

・ 講評 

・ まとめ 

県立県民文化セ

ンター 

324人 

30. 3. 6 保育所長研究協議会 ・ 講演Ⅰ「保育施設における深刻事故予防と

施設長の役割」 

・ 講演Ⅱ「幼保小の連携について」 

・ 行政説明 

ホテルレイクビ

ュー水戸 

306人 

 

（２）福祉医療機構借入金利子補給費補助事業 

事 業 名 補 助 金 摘  要 

民間社会福祉施設整備借入金利子補給費補助事業 61,500,000円 126施設 

 

  



（３）他団体への協力・連絡調整・その他 

団 体 名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

茨城県保育協議会 ・ 理事会（2回） 

・ 関東ブロック保育研究大会実行委員会（4回） 

県総合福祉会館 

外 

本会から 

延20人 

茨城県児童福祉施設長会 ・ 監事監査（1回） 

・ 施設長会（4回） 

・ 総務委員会（1回） 

・ 研修委員会（3回） 

・ 研修会（3回） 

・ 平成 29 年度被措置児童等の権利擁護・虐待根

絶のための研修会（3回) 

・ 県との情報交換会（3回） 

・ 県との懇談会（1回） 

・ 児童文化奨励絵画展予備審査（1回） 

県総合福祉会館 

外 

本会から

延40人 

茨城県児童福祉施設協議会 ・ 総会（1回） 

・ 第59回バレーボール大会 

第48回ドッジボール大会 

・ 第68回野球大会 

第48回ソフトボール大会 

・ 新年情報交換会 

・ オレンジリボンたすきリレー 

県総合福祉会館

外 

本会から 

延9人 

茨城県心身障害者福祉協会 ・ 総会（2回） 

・ 理事会（5回） 

・ 知事を囲んでの懇談会（1回） 

・ 「福祉の店」運営委員会（1回） 

県総合福祉会館 

外 

本会から

延10人 

茨城県救護施設協議会 ・ 監事監査（1回） 

・ 総会（1回） 

・ 施設長会（2回） 

・ 研修委員会（4回） 

・ 職員研修会（1回） 

・ 利用者交流会（1回） 

県総合福祉会館 

外 

本会から 

延14人 

茨城県里親連合会 ・ 監事監査（1回） 

・ 理事会（1回） 

・ 評議員会（1回） 

・ 各地区里親会長会議（2回） 

・ 研修・広報委員会（2回） 

・ 関東甲信越静里親研究協議会代表者会議（3回） 

・ 第62回全国里親大会及び第63回関東甲信越静

里親研究協議会 

・ 里親制度研修会 

・ 第45回「杉の子」のつどい 

・ 静岡市里親会家庭支援センター・静岡市里親会

と県里親連合会との「意見交換会」 

・ 県里親連合会と県道路維持課との情報交換会 

・ 歳末愛の募金贈呈式 

県総合福祉会館 

外 

本会から

延26人 

 

  



団 体 名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

茨城県民間社会福祉事業従

事者互助会 

・ 正副会長会議（2回） 

・ 理事会（3回） 

・ 評議員会（2回） 

・ 監事監査（1回） 

県総合福祉会館 本会から 

延12人 

茨城県老人福祉施設協議会 ・ 総会（2回） 

・ 理事会（4回）・役員会（6回） 

・ 「介護の日」写真展（4会場） 

・ 「介護の日」関連事業 

・ 介護職員合同入職式 

・ 施設職員バレーボール大会（1回） 

・ 知事との懇談会（2回） 

県総合福祉会館 

外 

本会から 

延13人 

茨城県社会福祉施設経営者

協議会 

・ 監事監査（1回） 

・ 総会（1回） 

・ 懇談会（1回） 

・ 正副会長会議（1回） 

・ 理事会（4回） 

・ 委員会（7回） 

・ 講演会，研修会（3回） 

・ 県防災ボランティアネットワーク総会 

・ 全国経営協ブロック会議（1回） 

・ 全国経営協常任協議員会（10回） 

・ 北関東・信越ブロック協議会会長会議（8回） 

・ 北関東・信越ブロック協議会ブロック研修会 

（1回） 

・ 北関東・信越ブロック協議会情報交換会（1回） 

・ いばらき生活支援事業 

県総合福祉会館

外 

本会から

延75人 

 

（４）関係機関・団体との共催・後援事業（福祉施設関係） 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29.12. 9 ナイスハートふれあ

いフェスティバル

2017 

・ 障害者自身による音楽・ダンス等の文化

活動の発表会・開会式 

県立県民文化セ

ンター 

本会から

延7人 

 

（５）茨城県民間社会福祉施設職員等退職手当支給制度事業運営状況 

① 加入状況 

       加入施設 

施設区分 

加入施設 

（ヶ所） 

加入人員 

（人） 

救護施設 3 98 

児童福祉施設 42 996 

保育所 274 4,947 

老人福祉施設 368 3,986 

身体障害者福祉施設  ※ 1 6 

障害者自立支援施設 157 2,527 

合  計 845 12,560 

      ※ 茨城県立点字図書館 

 

   

  



 ア 新設施設，契約時新規加入人員，休止・廃止施設及び契約解除施設内訳 

加入施設 
施設区分 

新設施設数 
契約時新規 

加入人員 

休止・廃止 

施 設 

契約解除 

施 設 

救護施設 0 0 0 0 

児童福祉施設 0 0 0 0 

保育所 4 49 1    0 

老人福祉施設 11 82 2    5 

障害者自立支援施設 6 17 2    0 

合  計 21 148 5 5 

 

  イ 新規加入人員 1,469人（平成30年3月31日時点） 

 

② 退職手当金支給状況 

     ア 自己都合退職（Ａ） 

人 員 
退職給付金 

（イ） 

付加給付金 

（ロ） 

本会支給額 

(イ)＋(ロ)＝(ハ) 

1,222人 85,843,141円 199,708,780円 285,551,921円 

 

     イ 自己都合外退職者（Ｂ） 

人 員 
退職給付金 

（イ） 

付加給付金 

（ロ） 

本会支給額 

(イ)＋(ロ)＝(ハ) 

14人 3,191,699円 7,937,040円 11,128,739円 

 

ウ 本会支給金額 

      （Ａ）＋（Ｂ） ＝ 1,236人  296,680,660円 

 

エ １年未満適用外退職   176人 

 

     ※参考  退職者平均加入期間 6年9ヶ月 

③ 資金の運用状況                                                             （単位：千円） 

預金種別 資金額 平均利率 
利子収入等 

平成29年度 
構成割合 

基準とする 

配分構成 

変更許容 

範  囲 

預 貯 金 1,293,655 － － 20.0% 15％ ± 10％ 

国  債 3,576,748 1.53％ 54,600 55.3% 55％ ± 10％ 

地 方 債 1,599,615 1.57％ 25,167 24.7% 20％ ± 10％ 

仕 組 債 0 0％ 0 0% 10％ ± 10％ 

合  計 6,470,018 1.20％ 79,767 100.0% 100％ ± 10％ 

 ※ 退職手当積立金・基金の充足率は 147.0％ 

    （充足率とは，加入職員全員が退職した場合に支給できる割合を示したものです。） 

 

  



④ 会 議 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 4.24 茨城県社会福祉協議

会等事業説明会 

・ 会員等について 

・ 茨城県福祉人材センター及び子育て人材

支援センター事業について 

・ 社会福祉従事者の研修事業について 

・ 保育士修学資金貸付事業について 

・ 元気シニア地域貢献事業について 

・ 苦情解決事業について 

・ 社会福祉施設職員退職手当共済事業につ

いて 

・ 茨城県民間社会福祉施設職員等退職手当

支給制度について 

・ 福利厚生センター事業について 

・ 茨城県民間社会福祉事業従事者互助会の

事業について 

・ 茨城県社会福祉施設経営者協議会につい

て 

・ しせつの損害補償事業について 

・ その他 

県総合福祉会館  5人 

29. 9. 7 

9. 8 

10. 3 

10.10 

10.11 

茨城県民間社会福祉

施設職員等退職手当

支給制度 制度改正

説明会 

・ 制度改正説明 

・ 質疑応答 

県総合福祉会館 

常陸太田市民交

流センター 

県立県民文化セ

ンター 

つくば国際会議

場 

四季文化館みの

～れ 

延252人 

30. 2. 2 社会福祉施設職員等

退職共済事業事務打

合会 

・ 退職手当共済事業の執行状況等について 

・ 業務委託における事務処理について 

・ 業務委託における取扱事務について 

・ 退職手当金の支給の早期化について 

・ 事前質問の回答 

独立行政法人福

祉医療機構 

本会から 

1人 

 

（６）福利厚生センター事業 

   ① 会員数（平成29年10月1日現在） 

      120法人・団体（230事業所） 5,885人 

       

② 会員交流事業 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 
参加者 

（助成者人数） 

29. 7.22 

 

東京ディズニーシー パーク･ファン･パ

ーティ 

会員相互の交流を図っ

た。 

千葉県 297人 

29. 7.30 ブロードウェイミュージカル「ピーター

パン」観劇 

東京都 37人 

29. 8. 6 東京ドーム野球観戦巨人ＶＳ中日 東京都 37人 

29. 9.16 相撲観戦・東京場所日帰りツアー 東京都 40人 

29.10.11 新橋演舞場観劇・ワンピース 東京都 24人 



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 
参加者 

（助成者人数） 

29.10.13 

～15 

世界遺産・姫路城と人気のＵＳＪを満喫 

 

大阪府他 26人 

29.10.28

～29 

話題の宿 修善寺「宙ＳＯＲＡ」に泊ま

る伊豆～箱根～鎌倉ゴールデンルート 1

泊 2日 

神奈川県 29人 

29.11.10

～12 

秋の京都 2泊 3 日 京都府 30人 

29.11.18 ワインの夕べ 茨城県 93人 

29.12. 9 クリスマスマーケット＆ホテルランチビ

ュッフェ 

神奈川県 70人 

30. 1.13 東京最大のお笑いの殿堂「ルミネ the よ

しもと」観劇企画！ 

東京都 38人 

30. 1.20 飲茶食べ放題と横浜中華街散策 神奈川県 70人 

30．2. 3 劇団四季ミュージカル「アラジン」観劇

企画 

東京都 80人 

30. 2.24 飲茶食べ放題と横浜中華街散策ＰＡＲＴ

2 

神奈川県 76人 

 

   ③ 加入促進個別訪問 

    ア 既加入法人数：8ヶ所 

    イ 未加入法人数：6ヶ所 

    

   ④ センターとの合同個別訪問  2ヶ所 

 

   ⑤ 地方委託講習会 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29.12.26 レクリエーション講

座 

・ デイサービスや特養で使えるレクリエー

ション体験等 

・ レクリエーションのコツとポイントを確

認 

・ 対象者に合わせるレクリエーションアレ

ンジ法 

・ レクリエーション実践 

県総合福祉会館 22人 

 

⑥ 会議等への参加 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 7.10 福利厚生センター全

国連絡会議 

・ 平成29年度事業計画等について 

・ 福利厚生事業の実施について 

・ 意見交換会（グループ別打ち合わせ） 

連合会館 本会から 

1人 

 

  



（７）義務教育教員免許志願者介護等体験受入調整事業 

① 受入調整結果 

     調整人数 終了人数 大学等数 受入施設数 

第1四半期 142人 139人 8校 79施設 

第2四半期 411人 408人 32校 144施設 

第3四半期 289人 284人 10校 110施設 

第4四半期 262人 251人 9校 71施設 

合  計 1,104人 1,082人 延 59校 延 404施設 

前年同期  

調整人数 1,143人 

前 年 比 

調整人数 3.41％減 

終了人数 1,101人 終了人数 1.72％減 

大学等数  延    69校 大学等数 14.49％減 

受入施設数 延 398施設 受入施設数 1.50％増 

平成29年3月31日現在 平成30年3月31日現在 

    ※ 平成10年度からの終了人数 23,717人 

 

② 会議等への参加 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

30. 1.17 

1.24 

介護等体験オリエン

テーション 

・ 介護等体験担当者説明会 

 

茨城大学 本会から 

 延4人 

 

③ 会議の開催 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 4.26 義務教育教員免許志

願者介護等体験事務

担当者会議 

・ 平成28年度実施状況及び平成29年度上期

受入可能状況について 

・ 義務教育教員免許志願者介護等体験事務

処理要領について 

・ 学生に対する事前研修実施状況等につい

て 

・ 施設，大学等からの協議事項，要望事項等

について 

県立健康プラ

ザ 

20人 

 

１９ 福祉サービス第三者評価事業 

 （１）福祉サービス第三者評価事業 

    福祉サービス第三者評価の実施 

     児童養護施設，保育園から依頼を受け，訪問調査等を実施した。 

      ① 受審事業所 

       ・ 樹学園，自生園，茨城育成園，誉田養徳園，チルドレンズ・ホーム，美空野保育園， 

瓜連保育園，海の子保育園  

      ② 調査員の養成及び質の向上 

       ・ 評価調査員を養成するため，茨城県が行う評価調査者養成研修に1名の調査員を派遣した。 

・ 調査員の質の向上を図るため，全国社会福祉協議会が行う「評価調査者」継続研修会に3名 

  の調査員が受講した。 

 

 （２）指定認知症対応型共同生活介護事業所（グループホーム）外部評価事業 

 外部評価の実施 

指定認知症対応型共同生活介護事業所から依頼を受け，外部評価を実施した。 

① 受審事業所 

       ・ 指定認知症対応型共同生活介護事業所外部評価受審数 ：  94事業所 

 



 （３）広報啓発 

 評価事業に関するホームページ(ＵＲＬ：http://www.ibaraki-welfare.or.jp/)を運営し，評価事業の 

普及啓発や評価結果の公表など，利用者への情報提供を行った。 

    また，独立行政法人福祉医療機構が運営するＷＡＭＮＥＴに外部評価の評価結果を掲載した。 

 

２０ 茨城県運営適正化委員会事業 

（１）委員会及び委員の構成 

① 運営適正化委員会委員選考委員会   構成委員  6人          （敬称略） 

構成委員の所属等 氏  名 属性（提供者・利用者・公益の別） 

茨城大学 松  村 直  道 公 益 

欠員 欠員 公  益 

茨城県老人クラブ連合会 伊 藤 達 也 利用者 

茨城県手をつなぐ育成会 矢 野   清 利用者 

茨城県社会福祉施設経営者協議会 前 島 守 雅 提供者 

欠員 欠員 提供者 

 

② 運営適正化委員会          構成委員  8人                   （敬称略） 

構成委員の所属等 氏  名 属性（提供者・利用者・公益の別） 

茨城県弁護士会 秋  山 安  夫 公  益 （法律） 

茨城県古河保健所 中 村 洋 心 公  益 （医療） 

茨城県社会福祉士会 竹之内 章  代 公  益  

流通経済大学  村  田 典  子 公  益  

認知症の人と家族の会茨城県支部 柏  木 とき江 利用者 

茨城県精神保健福祉会連合会 兼  清 紀  郎 利用者 

茨城県老人福祉施設協議会 小 林 正 典 提供者 

茨城県心身障害者福祉協会 中  山 洋  一 提供者  

 

③ 運営適正化委員会 運営監視小委員会  構成委員  8人             （敬称略） 

構成委員の所属等 氏  名 属性（提供者・利用者・公益の別） 

茨城県弁護士会 秋  山 安  夫 公  益 （法律） 

茨城県古河保健所 中 村 洋 心 公  益 （医療） 

茨城県社会福祉士会 竹之内 章  代 公  益  

流通経済大学  村  田 典  子 公  益  

認知症の人と家族の会茨城県支部 柏  木 とき江 利用者 

茨城県精神保健福祉会連合会 兼  清 紀  郎 利用者 

茨城県老人福祉施設協議会 小 林 正 典 提供者 

茨城県心身障害者福祉協会 中  山 洋  一 提供者  

 

 ④ 運営適正化委員会 苦情解決小委員会  構成委員  4人                 （敬称略） 

構成委員の所属等 氏  名 属性（提供者・利用者・公益の別） 

茨城県弁護士会 秋  山 安  夫 公  益 （法律） 

茨城県古河保健所 中 村 洋 心 公  益 （医療） 

茨城県社会福祉士会 竹之内 章  代 公  益  

流通経済大学  村  田 典  子 公  益  

 

  



（２）会議・研修会の開催 

① 運営適正化委員会 

実施時期 会  議  事  項 会  場 参加者 

29. 4.28 ・ 平成28年度福祉サービス苦情解決事業実績について報告 県総合福祉会館 5人 

     

② 運営適正化委員会 運営監視小委員会 

実施時期 会  議  事  項 会  場 参加者 

29. 4.28 ・ 日常生活自立支援事業実施状況報告 

・ 新規利用者及び契約解除の状況報告 

県総合福祉会館 5人 

29. 6.23 ・ 日常生活自立支援事業実施状況報告 

・ 新規利用者及び契約解除の状況報告 

・ 契約締結審査状況報告 

県総合福祉会館 7人 

29. 8.25 ・ 日常生活自立支援事業実施状況報告 

・ 新規利用者及び契約解除の状況報告 

・ 契約締結審査状況報告 

県総合福祉会館 6人 

29.10.20 ・ 日常生活自立支援事業実施状況報告 

・ 新規利用者及び契約解除の状況報告 

・ 契約締結審査状況報告 

県総合福祉会館 8人 

29.12.22 ・ 新規利用者及び契約解除の状況報告 

・ 契約締結審査状況報告 

県総合福祉会館 6人 

30. 2.23 ・ 日常生活自立支援事業実施状況報告 

・ 新規利用者及び契約解除の状況報告 

・ 契約締結審査状況報告 

県総合福祉会館 5人 

 

  ③ 運営適正化委員会 苦情解決小委員会 

実施時期 会  議  事  項 会  場 参加者 

29. 4.28 ・ 苦情相談事例の検討・報告 県総合福祉会館 3人 

29. 6.23 ・ 苦情相談事例の検討・報告 県総合福祉会館 4人 

29. 8.25 ・ 苦情相談事例の検討・報告 県総合福祉会館 4人 

29.10.20 ・ 苦情相談事例の検討・報告 県総合福祉会館 4人 

29.12.22 ・ 苦情相談事例の検討・報告 県総合福祉会館 3人 

30. 2.23 ・ 苦情相談事例の検討・報告 県総合福祉会館 3人 

 

④ その他の会議・研修会 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 7.19 運営適正化委員会事

業研究協議会 

・ 行政説明 厚生労働省・社会援護局 

・ 報告 全国社会福祉協議会 政策企画部 

・ 講義 上智大学教授，立教大学教授 

・ 実践報告 

・ グループ協議 

東京都「全

社協」 

本会から

1人 

 

  



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29.10. 6 関東甲信越静ブロッ

ク運営適正化委員会

委員長等連絡会，相

談員等連絡会 

・ 協議 

① 「日常生活自立支援事業（福祉サービス利用

援助事業）」と「成年後見制度」との連携に

ついて 

・ 情報交換    

① 「運営適正化委員会における福祉サービス

に関する苦情解決事業について」の一部改

正について（平成29年3月7日付厚労省社

会・援護局長発通知）を受けて，各都・県

の苦情解決事業実施要綱の改正状況につい

て 

② 事務局職員の兼務状況について 

③ 予算要求に向けた事業評価の工夫について 

④ 苦情解決の指針に関する通知の周知方法に

ついて 

⑤ 苦情解決研修会の効果的な実施について 

⑥ 小規模な事業（職員数が少ない事業所）の

第三者委員の設置促進について 

・ 各都県苦情相談員間の情報交換 

東京都「飯

田橋ｾﾝﾄﾗﾙ

ﾌﾟﾗｻﾞ」 

本会から

2人 

30. 2.22 福祉サービス苦情解

決研修会 

 

・ 講演「苦情から学ぶ ～ 利用者本位の支援  

とは」 

小美玉市小

川文化セン

ター 

436人 

30. 2.23 

 

運営適正化委員会連

絡会議 

・ 運営適正化委員会の役割について 

・ 運営適正化委員会における苦情受付・解決状況

の概要について 

・ 運営適正化委員会に寄せられる苦情について 

・ 意見交換 

県総合福祉

会館 

18人 

 

 

（３）広報・啓発事業 

① ポスターの配布 

   広報・啓発用ポスターを県内の各社会福祉施設，各市町村社協等へ随時配布した。 

② パンフレットの配布 

   広報・啓発用パンフレットを県内の各社会福祉施設，各市町村社協等へ随時配布した。 

③ 資料の配布 

「第三者委員の役割と活動」を県内の各社会福祉施設，各市町村社協等へ随時配布した。 

④ 広報誌への掲載等   いばらきの社会福祉 第306号（平成29年 6月25日発行） 

                       第308号（平成30年 1月15日発行） 

 

（４）巡回指導事業 

  県内の福祉サービス事業所を訪問して，次のことを行った。 

① 事業所における苦情解決事業の取り組み状況と第三者委員の設置状況の把握 

② 苦情解決事業に関する協議 

③ 苦情解決事業に関する関係資料集を持参して，苦情解決体制の設置がされていない事業所には，施設

等の最低基準を説明して設置を働きかけた。 

④ 運営適正化委員会の周知 

巡回指導実績  

平成30年 2月：高齢2件，保育2件           

3月：高齢1件，保育5件 

 

 



（５）福祉サービス利用援助事業実施状況調査事業 

   県内福祉サービス利用援助事業を実施している基幹的社協に対し，事業実施状況の調査を実施した。 

訪問調査  結城市社協，常総市社協，取手市社協，守谷市社協，坂東市社協，稲敷市社協， 

河内町社協，八千代町社協，五霞町社協，境町社協，利根町社協 

書面調査  水戸市社協外43市町村社協 

 

（６）受理した苦情案件の概要 

① 受理した苦情の件数等 

受付件数（月別，受付方法別） ※「その他」は，問い合わせ・相談等，苦情に至らなかった件数 

 受  付  方  法 

来 所 書面・電話等 その他 計 

苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他 

４月   6 4   6 4 

５月   7 3   7 3 

６月   7 2   7 2 

７月   5 1   5 1 

８月   5 1   5 1 

９月 1  10 3   11 3 

１０月   3    3 0 

１１月   4    4 0 

１２月   5    5 0 

１月   4    4 0 

２月   4 1   4 1 

３月   7    7 0 

合 計 1 0 67 15   68 15 

 

種別・苦情申出人の属性 

 利用者 家 族 代理人 職 員 その他 計 

苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他 

高齢者 1  15      1 1 17 1 

障害者 24 6 16 1   1  3 1 44 8 

児 童   6 1     1 2 7 3 

その他          3 0 3 

合 計 25 6 37 2 0 0 1 0 5 7 68 15 

              ※ 児童には，保育所を含む 

 

  



② 申出の要旨，対応結果等 

苦
情
の
相
手
先 

区   分 

苦
情
受
付
件
数 

苦   情 

 

そ
の
他
， 

問
合
わ
せ
等 

苦 情 解 決 の 結 果 

相 

談 

助 

言 

紹 

介 

伝 

達 

あ 

っ 

せ 

ん 

通 

知 

そ
の
他 

継
続
中 

意 

見 

要 

望 

高 

齢 

者 

①サービス内容（職員の接遇） 12 10 1    1   

②サービス内容（サービスの質や量） 2 1 1       

③利用料 2  1   1    

④説明・情報提供          

⑤被害・損害 1  1       

⑥権利侵害          

⑦その他 1  1      1 

障 

害 

者 

①サービス内容（職員の接遇） 32 20 1   11   2 

②サービス内容（サービスの質や量） 4 3    1    

③利用料          

④説明・情報提供 2 2        

⑤被害・損害          

⑥権利侵害 3  1  1 1    

⑦その他 2 1    1   6 

児
童(

保
育
含
む) 

①サービス内容（職員の接遇） 5 3 2       

②サービス内容（サービスの質や量）          

③利用料 1     1    

④説明・情報提供          

⑤被害・損害          

⑥権利侵害          

⑦その他 1  1      3 

そ 

の 

他 

①サービス内容（職員の接遇）         1 

②サービス内容（サービスの質や量）          

③利用料          

④説明・情報提供          

⑤被害・損害          

⑥権利侵害          

⑦その他         2 

合 
 

計 

①サービス内容（職員の接遇） 49 33 4   11 1  3 

②サービス内容（サービスの質や量） 6 4 1   1    

③利用料 3  1   2    

④説明・情報提供 2 2        

⑤被害・損害 1  1       

⑥権利侵害 3  1  1 1    

⑦その他 4 1 2   1   12 

合   計 68 40 10 0 1 16 1 0 15 

 

  



２１ 福祉未来創造会議の実施 

   本会広報誌において，アンケート結果の報告を行った。また，学識経験者，施設，社協，地域住民で構 

成された福祉未来創造会議のメンバーに対して，アンケートの結果及び結果を踏まえた対応方策について 

報告を行った。 

 

２２ 茨城わくわくセンター事業 

（１）生きがいと健康づくりに関する事業の実施 

実施時期 事業・会議名 事業概要(会議事項) 会  場 参加者 

29. 4  

～ 30. 3 

元気シニアバンク事業 元気シニアバンクに登録した「茨城シニ

アマスター」の利用仲介を行った。 

県内全域 登録213人 

利用303人 

29. 4  

～ 30. 3 

いばらきねんりんスポー

ツ（交流）大会 

ねんりんピック全国大会の各競技種目の

選手選考会を種目団体に助成し開催した。 

選考会実施種目(13種目) 

県堀原運動公

園外 

 

29. 5  

～ 30. 1 

わくわく元気アップ講座

開催事業 

 生きがいと健康づくりをテーマに講座

（総合講座と選択講座（絵画，園芸）の組

合せ）を開催した。年間20回 

県総合福祉会

館外 

58人 

29. 4 

～ 30. 1 

「セカンドライフ」応援

事業 

サラリーマン OB 等の生きがいづくりを

応援するため本センター会員を対象として

県内外の名所旧跡見学や自然探訪などをお

こなった。 

上田城外 209人 

29. 5  

～ 29.12 

わくわくニュースポーツ

推進員養成講習会 

県レクリエーション協会の協力を得て，

11 種目のニュースポーツについて推進員

を養成した。 開催日数 1 期・2 期各 10

日間 

県堀原運動公

園外 

1期32人 

2期16人 

29.10.11 いばらきねんりんスポー

ツ大会 

各市町村のチームを一堂に集めて，ねん

りんピック全国大会の予選会を兼ねた大会

を開催した。ゲートボール等5種目 

笠松運動公園 約1,300人 

29. 9. 8 

 ～12 

 

全国健康福祉祭選手等派

遣事業 

第30回全国健康福祉祭あきた大会へ，17

種目について本県選手団を派遣した。 

総合開会式 

秋田県立中央

公園陸上競技

場 

152人 

30. 2.17 

～2.23 

いばらきねんりん文化祭

開催事業 

日本画，洋画，工芸，彫刻，書及び写真

の6部門の入選作品等702 点を展示すると

ともに，児童の描いたお年寄りの絵を募集

し，入賞作品46点を表彰・展示した。 

茨城シニアマスターによるミニコンサー

トも実施した。 

県立県民文化

センター 

2,406人 

（入場者） 

 

（２）生きがいと健康づくりに関する助成事業の実施 

名   称 補助額 補助先 補助箇所数 

「高齢者はつらつ百人委員会」活

動事業費補助金 

3,500,000円 高齢者はつらつ百人委員会 5地域委員会 

ニュースポーツ体験教室開催助成

金 

300,000円 NPO 法人わくわくニュースポーツク

ラブ 

3地域 

 

 （３）総合情報誌「わくわくライフいばらき」の発行 

   高齢者の生きがいと健康づくりに関する情報等を掲載した情報誌を年４回発行した。 

  ア 発行日   6月25日，9月25日，12月25日，3月25日 

  イ 発行部数  各10,000部 

  ウ 配布先   関係団体，公民館，病院，理美容店，わくわくサポーター等 

 



２３ 全国・関東ブロック会議への参加 

（１）本県当番県 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 7. 6 

～ 7 

第 58 回関東ブロッ

ク保育研究大会 

・ 基調講演「「接面」での子どもの心の動きを

エピソードに綴る」 

・ 記念講演「幸せの条件」 

・ 分科会 

県立県民文化

センター他 

1,251人 

本会から 

4人 

29.10.27 関東ブロック民間社

会福祉従事者共済制

度情報連絡会 

・ 協議・情報交換（各団体からの協議題によ

る情報交換） 

ホテルレイク

ビュー水戸 

本会から

3人 

 

（２）会議への参加 

実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 4.19 

～20 

 

全国健康福祉祭担当

係長会議 

・ ねんりんピック秋田2017について 

・ ねんりんピック富山2018について 

・ 総合開・閉会式会場等視察 

秋田県「秋田市

にぎわい交流

館AU」他 

本会から 

 1人 

19日のみ 

29. 4.25 

～26 

都道府県・指定都市

社協部・課・所長会

議 

 

・ 行政説明「地域福祉施策の動向」 

・ 基調報告 

・ 担当別会議Ⅰ 

・ 担当別会議Ⅱ 

・ 災害ボランティア等に関する情報共有会議 

東京都「全社

協」 

本会から 

4人 

29. 5.26 

～27 

災害時の連携を考え

る全国フォーラム 

・ オープニング 

・ パネルディスカッション「阪神・淡路大震

災から今日までの災害対応の変遷を振り返

る」 

・ 分科会 

・ 全体セッション1パネルディスカッション

「熊本地震から考える，支援のコーディネ

ーション」 

・ 分科会 

・ 全体セッション2/クロージング 

東京都「国際フ

ァッションセ

ンター」 

本会から 

3人 

29. 6. 8 

～ 9 

第 52 回関東ブロッ

ク乳児院研究協議会 

・ 基調報告「職員育成研修計画（報告）」 

・ 基調講演「社会全体で寄り添う子育て・親

支援の在り方」 

・ 研究部会①「里親推進における乳児院の役

割のこれまでとこれから」 

・ 研究部会②「関東ブロック職員育成研修の

進捗と今後の活用」 

・ 研究部会③「乳児院に求められる『地域に

おける公益的な取組』」 

栃木県「ホテ

ルマイステイ

ズ宇都宮」 

本会から

2人 

29. 6.15 春季関ブロ都県・指

定都市社協組織・ボ

ランティア業務担当

者研究協議会 

・ 平成28年度秋季研究協議会報告 

・ 基調講演「社会福祉協議会を取り巻く動向

と対応」 

・ 意見交換 

神奈川県「社会

福祉会館」 

本会から 

 1人 

 

  



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 6.28 

～29 

社会福祉協議会活動

全国会議 

・ 行政説明「『我が事・丸ごと』地域共生社

会の実現に向けた施策動向と社協の事

業・活動の課題」 

・ 基調説明「社協・生活支援活動強化方針 

第2次アクションプランと実践課題」 

・ シンポジウム「社協・生活支援活動強化

方針 第2次アクションプランと事業・

活動の方向性」 

・ 分科会1 小地域での総合相談・生活支

援体制づくりと地域の社会資源との連携 

分科会2 地域における多機関協働によ

る包括的な相談支援体制づくり 

分科会3 社協における総合的な権利擁

護体制の構築 

東京都「ニッ

シ ョ ー ホ ー

ル」・「全社

協・灘尾ホー

ル」・「全日通

霞が関ビル・

大会議室」 

本会から

3人 

29. 6.29 第 1回全国明るい長

寿社会づくり推進機

構連絡協議会総会 

・ ブロック幹事交代報告 

・ 全推連平成28年度事業報告・決算報告 

・ 推進機構の取り組みの方向性に関する議論

の実施について 

・ 29年度事業の実施状況 

・ 2年間の取り組みに関するとりまとめ報告 

・ 講演「シニアをどう捉え，どう接していく

か」 

東京都「芝パー

クホテル別館」 

本会から 

1人 

29. 7.13 

～14 

第 54 回関東ブロッ

ク郡市区町村社協職

員合同研究協議会 

・ 基調講演 

「『我が事・丸ごと』地域共生社会の実現に

向けた取組と社協に求められる役割を考え

る」 

・ 第1分科会 

「SNS等活動周知ツールについて」 

・ 分科会報告会 

・ 記念講演 

「地域を元気にする力」 

埼玉県「ソニッ

クシティ」 

本会から

1人 

29. 7.14 全国明るい長寿社会

づくり推進機構職員

等研修会 

・ 講義「高齢者の生きがい健康づくり事業及

び全推連事業の概要」 

・ 講義「推進機構の基礎知識」 

・ グループディスカッション 

推進機構事業における課題共有等 

東京都「第2オ

カモトヤビル2

階」 

本会から 

１人 

  



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29. 7.25 

～ 26 

全国福祉教育推進セ

ミナー 

 

 

 

 

 

・ 基調講演「『我が事丸ごと』地域共生社会の

実現に向けて」 

・ 行政説明「コミュニティスクールに関する

最近の動向」 

・ シンポジウム「コミュニティスクールと福

祉教育」 

・ 分科会 2「福祉教育の実践にサービスラー

ニングの手法を取り入れる」 

・ 分科会 3「福祉教育実現のための切り口」

ほか 

東京都「全社

協」 

本会から 

2人 

都道府県等福祉教育

担当者連絡会議 

・ グループ討議 

福祉教育に関する実施事業について 

福祉教育プログラム作成について 

他団体との連携について 

各社協が抱える課題について 

29.11.18 

～19 

ボランティア全国フ

ォーラム 2017～熱

くかたりあおう！そ

してステップアッ

プ！in備後～ 

・ 基調講演 

「ボランティア活動・市民活動の展望（総

論）」 

・シンポジウム 

 「ボランティア活動・市民活動の展望（各論）」 

・第3分科会 

 「災害ボランティア活動～東日本大震災から

学ぶ～」 

・第6分科会 

 「若いチカラが地域を変える！これからのボ

ランティア活動の可能性を語り合う」ほか 

・ 分科会共有 

東京都「国立オ

リンピック記

念青少年総合

センター」 

本会から

3人 

29.11.21 

～22 

秋季関ブロ都県・指

定都市社協組織・ボ

ランティア業務担当

者研究協議会 

・ 全体会Ⅰ 

「平成29年度春季部課長会議の報告」 

・ 基調説明 

「都県・政令市社協への期待―社協職員と

しての誇りを」 

・ 分科会Ⅰ（ＶＣ）「これからの福祉教育の在

り方」 

実践報告①長野県社協 

実践報告②相模原市社協 

・ 分科会Ⅱ（地域）「市区町村社協支援として

求められること」 

実践報告①栃木県社協 

実践報告②大井町社協（神奈川県） 

・ 全体会Ⅱ 

分科会報告・事務連絡 

・ 情報交換Ⅰ（都県社協） 

・ 情報交換Ⅱ（政令市社協） 

共通テーマ①「災害時に活きる体制整備」 

 共通テーマ②「福祉人材の育成」 

・ 全体会Ⅲ 

まとめ，次年度への引き継ぎ事項の確認等 

神奈川県社会

福祉会館 

本会から 

2人 

 



実施時期 事業・会議名 事業概要（会議事項） 会  場 参加者 

29.11.30

～12. 1 

  

第11回全国校区・小

地域福祉活動サミッ

トinNIKKO 

・ オープニング 

・ 基調講演「小地域の“モト”」 

・ 分科会「小地域×○○」 

分科会 6「不安だったけど…“地域
ま ち

”を守

った日ごろの活動」 

分科会8「やっぱり故郷
こ こ

があったかい！」 

・ シンポジウム「実践！小地域活動!!」 

・ まとめ～未来へつなぐ「誇り」～ 

・ クロージング 

栃木県「日光市

藤原総合文化

会館／きぬ川

ホテル三日月」 

本会から

2人 

29.12. 1 

 

地域の福祉力セミナ

ー 

・ 基調説明「地域福祉計画・地域福祉活動計

画の動向」 

・ シンポジウム「小地域における地域福祉活

動計画の策定を考える～住民が主役の地域

福祉活動の推進～」 

栃木県「日光市

藤原総合文化

会館」 

本会から

3人 

29.12. 1 全国明るい長寿社会

づくり推進機構連絡

協議会関東甲信越ブ

ロック会議 

・ 議事「幹事会報告」 

・ 意見交換 

・ 協議 

・ サロン活動紹介・見学 

栃木県「栃木県

シルバー大学

校南校第 2 教

室」他 

本会から 

１人 

30. 2.23 平成 29 年度都道府

県・指定都市社会福

祉協議会生活困窮者

自立支援事業 担当

者会議 

・ 行政説明「生活困窮者自立支援事業の見直

しと今後の展開について」 

・ 実践報告「都道府県における広域支援につ

いて」 

・ グループ討議「都道府県における広域支援

について社協の果たすべき役割」 

東京都「全社

協」 

本会から

1人 

30. 3.22 

 

地域の身近な拠点づ

くり推進セミナー 

・ 講演「農山村の地域づくりに学ぶ サポー

ト人材の活用とプロセス支援」 

・ シンポジウム「地域活動拠点の立ち上げと

継続支援～地域の困りごとを見逃がさない

ために～」 

・ グループ討議 

東京都「ＴＦＴ

ビル」 

本会から

１人 

 


